
超

日

月

光

髪
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の

智
悲
の
日
月
の
照
す
下
　
光
の
中
に
生
活
貧
）
す
身
は

聖
意
を
己
が
意
と
し
　
一二
業
四
威
儀
に
つ
と
む
な
り

す
で
に
信
心
開
嚢
し
盤
我
に
更
生
し
た
る
後
は
印
ち
佛
子
で
あ
る
。

如
末
と
共
に
在
Ｌ
、．
如
来
の
中
に
我
あ
り
、
絶
封
無
限
の
如
末
は
個
性
な
る
我
に
依
つ
て
現
は
る
。
佛
子
な
る
我
は

天
地
萬
物
を
脚
下
に
踏
へ
て
、
高
く
宇
宙
の
無
限
も
此
個
腱
の
中
に
溶
け
込
ん
で
居
る
。
此
自
己
は
絶
封
の
大
海
に
根

底
を
隠
し
て
尖
頭
を
水
上
に
現
は
し
て
居
る
巌
で
あ
る
。
若
し
此
個
性
が
無
く
な
る
と
す
れ
ば
宇
宙
萬
物
は
悉
く
己
に

於
て
債
値
が
滅
し
て
仕
舞
ふ
。

佛
子
た
る
我
は

一
方
に
は
作
佛
度
生
貧
露
ど）
の
二
心
あ
り
て
、　
一
方
に
は
如
末
の
智
憲
と
慈
悲
と
の
光
明
中
に
佛
子

の
願
望
た
る
園
満
な
る
霊
我
を
充
賓
せ
ん
が
篤
め
に
、
盆
々
向
上
的
に

一
歩
々
々
に
新
な
る
開
拓
を
し
て
、
佛
に
成
ら

ん
と
進
行
す
べ
き
で
あ
る
。

二
一
七



二
一
八

印
ち
開
嚢
は
我
如
来
の
子
と
し
て
父
の
全
き
如
く
に
全
か
ら
ん
こ
と
を
願
望
し
、　
一
切
菩
薩
の
萬
行
を
以
て
佛
子
の

霊
格
を
荘
厳
す
。

心
霊
生
活
の
衣
食
住
―
表

例
へ
ば
此
の
身
證
の
生
活
に
も
衣
食
住
を
要
す
る
如
く
、
霊
の
生
活
に
も
霊
の
衣
食
住
が
必
要
で
あ
る
。

心
霊
に
如
末
の
賜
な
る
應
法
妙
服
を
着
る
。
應
法
妙
服
と
は
自
己
の
如
法
な
る
道
徳
秩
序
の
正
し
き
生
活
を
云
ふ
。

俗
に
云
は
ゞ
常
識
に
應
ふ
や
う
な
生
活
で
あ
る
。
人
格
を
荘
厳
す
る
虎
の
品
位
を
完
全
に
篤
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
恭
倹
．

以
て
己
を
持
し
仁
譲
以
て
他
に
待
す
。
先
王
の
法
服
に
非
れ
ば
敢
て
服
せ
ず
と
云
ふ
ご
と
く
、
法
に
如
ぶ
）
ふ
行
篤
を

以
て

（　
）
ま
た
経
に
應
法
の
妙
服
が
自
然
に
身
に
在
り
て
ふ
は
、
信
心
誠
に
得
る
時
は
、
自
然
に
人
格
が
具
備
し
て

道
徳
秩
序
の
正
し
さ
が
自
ら
身
に
備
つ
て
来
る
こ
と
で
あ
る
。

衣
に
漸
恥
衣
と
云
ふ
は
心
光
身
を
照
し
て
己
が
行
篤
を
返
照
す
る
こ
と
、
紳
聖
な
る
光
明
の
中
に
廉
恥
の
服
を
身
に

つ
け
て
あ
れ
ば
破
廉
恥
の
行
篤
は
自
づ
と
慣
み
、
如
末
照
鑑
の
前
に
常
に
屋
漏
に
恥
づ
と
云
ふ
や
う
な
断
が
身
に
備
は



る
の
を
断
恥
の
服
と
云
ふ
。
ま
た
柔
和
忍
辱
の
衣
と
は
慈
悲
の
光
に
鯛
る
れ
ば
身
意
柔
和
と
な
り
て
か
り
そ
め
に
怒
ら

ず
他
人
よ
り
罵
詈
謗
恣
を
被
む
る
も
忍
辱
盆
Ｏ
の
衣
厚
け
れ
ば
快
く
忍
耐
が
出
来
る
。
経
に

「
縦
令
骨
節
支
解
せ
ら
れ

て
も
、
甘
露
を
飲
む
が
如
く
に
悦
べ
よ
」
と
。

食

食
は
霊
の
糧
。
身
證
に
滋
養
に
富
む
物
を
掘
取
す
る
如
く
に
霊
に
も
滋
養
分
を
要
す
。
朝
夕
の
畦
弄
讃
唱
の
中
も
ま

た
三
味
に
し
て
、
若
し
は
瞑
想
中
に
三
味
の
妙
味
を
感
じ
、
ま
た
常
に
念
に
随
つ
て
法
喜
あ
り
て
、
内
心
の
霊
感
極
り

な
く
覺

へ
ら
る
ゝ
が
故
に
、
自
ら
紳
魂
を
潤
ひ
、
身
心
軽
安
、
歓
喜
究
り
な
き
に
至
る
。
ま
た

「
佛
法
の
味

を
【愛
架
．

し
、
薄
三
味
を
食
と
す
」
と
は
此
霊
の
食
で
あ
る
。
ま
た
佛
陀
は

一
饗
の
力
を
以
て
無
量
劫
飢
え
ず
衰
へ
ず
姿
色
も
清
一

ら
か
に
光
顔
も
異
る
こ
と
が
な
い
と
。
此
妙
味
は
法
悦
と
云
ふ
霊
の
妙
味
を
味
ひ
し
人
に
し
て
始
め
て
語
る
べ
き
で
あ

スυ
。

佳

心
霊
の
安
住
す
る
所
印
ち
不
生
心
の
安
ん
ず
べ
き
所
。
こ
の
身
性
も
住
家
な
き
は
乞
食
非
人
の
如
く
で
あ
る
。
叉
縦

令
身
は
金
殿
玉
模
に
住
す
と
も
精
神
に
安
住
所
な
き
も
の
は
霊
の
非
人
で
あ
る
。
共
に
天
を
語
る
べ
き
責
格
は
な
い
。

二
一
九



三
二
〇

霊
は
い
か
な
る
所
に
住
す
べ
き
で
あ
る
か
と
な
れ
ば
、
吾
人
は
常
に
如
末
と
共
に
大
光
明
中
無
比
荘
厳
の
心
殿
に
住
し

て
ゐ
る
。
慈
悲
の
懐
に
安
住
し
て
居
る
。
若
し
心
霊
の
常
恒
安
佳
す
る
心
殿
を
得
ば
、
ま
た
大
慈
の
堂
と
云
ふ
も
、
自
一

己
の
如
東
大
悲
の
室
に
安
佳
し
て
居
る
時
は
、
自
己
も
ま
た
慈
悲
化
し
て
他
に
封
し
て
同
澄
大
悲
の
同
情
心
に
富
ん
で

末
る
。
心
霊
如
東
大
我
の
中
に
安
住
す
る
が
散
に
娑
婆
の
種
々
八
風
の
た
め
に
動
格
せ
ら
れ
ぬ
。

人
は
衣
食
住
を
全
う
し
て
膿
節
も
成
る
。
心
霊
の
衣
食
住
に
し
て
ま
だ
完
全
せ
ざ
る
者
に
し
て
道
徳
行
篤
が
出
来
る

筈
は
無
い
。
心
霊
の
衣
食
住
は
如
末
と
共
に
在
る
こ
と
を
得
れ
ば
自
ら
具
備
す
る
に
至
る
。

聖
意
を
己
が
意
志
と
す

父
生
は
向
上
２
じ

人
生
の
債
値
は
大
な
る
も
の
と
聯
絡
し
た
る
心
意
が
終
身
そ
の
力
を
表
し
て
努
力
す
る
虎
に
債
あ
り
。
す
で
に
如
末

の
中
に
安
住
し
心
霊
生
活
に
衣
食
佳
を
要
す
る
も
の
は
働
く
篤
め
で
あ
る
。

聖
意
と
は
紳
聖
正
義
恩
寵
の
三
徳
を
云
ふ
。
如
末
の
紳
聖
は
印
ち
行
篤
を
鑑
照
し
給
ふ
智
憲
で
あ
る
。
如
抹
は
世
の

道
徳
秩
序
の
光
明
で
あ
る
。
如
末
は
一
切
衆
生
を
有
修
の
全
き
に
標
準
し
て
紳
聖
の
智
光
普
く
衆
生
の
道
徳
界
を
照
し



給
ふ
こ
と
は
、
恰
も
太
陽
が
外
界
を
照
す
が
如
く
で
あ
る
。
若
し
太
陽
の
光
な
か
り
せ
ば
世
は
間
黒
で
あ
る
。
衆
生
の

道
徳
界
に
神
聖
の
光
明
な
か
り
せ
ば
道
徳
秩
序
は
間
黒
で
あ
る
。
紳
聖
の
智
は
吾
人
の
心
地
に
は
正
知
見
貧
鴬
）
の
心

に
て
、
員
理
の
標
準
に
総
ぶ
）
ふ
正
中
の
意
志
と
現
は
れ
て
自
己
の
道
徳
行
篤
を
指
導
す
る
光
と
な
る
。
印
ち
如
末
か

ら
自
己
に
現
ず
る
意
志
で
あ
る
。
最
高
理
想
の
道
徳
意
志
で
あ
る
。
そ
れ
が
印
ち
正
知
見
と
云
ふ
最
高
等
な
る
良
心
で

あ
る
其
神
聖
は
員
理
で
あ
る
か
ら
侵
す
こ
と
が
出
来
ぬ
。
其
の
正
知
見
か
ら
出
づ
る
行
篤
が
印
ち
正
義
で
あ
る
。
邪
と

悪
と
を
捨
て
ヽ
正
と
善
と
に
向
つ
て
努
力
す
る
こ
と
で
あ
る
。
如
末
の
本
願
捨
悪
澤
善
と
云
ふ
は
正
義
の
こ
と
で
あ

２０
。正

義
に
八
正
道
あ
り
。
是
聖
意
に
か
な
ふ
行
篤
で
あ
る
。
光
明
行
篤
の
標
準
で
あ
る
。

八
正
道
£
琴
）
と
は
正
見
、

正
思
、
正
語
、
正
業
、
正
命
冗
ガ
）
、
正
精
進
、
正
念
、
正
定
貧
雰
）
を
云
ふ
。

紳
聖
な
る
正
見
が
意
志
の
光
か
ら
思
惟
す
る
こ
と
は
正
し
い
。
人
正
見
の
光
快
ぐ
れ
ば
邪
の
思
考
が
頭

脳
中

に
浮

び
、
思
想
が
正
し
け
れ
ば
其
を
外
に
嚢
表
す
る
言
語
も
虚
俗
悪
口
雨
舌
等
な
く
、
員
面
目
に
正
直
に
出
づ
る
。
ま
た
身

に
於
て
行
ふ
所
も
正
善
と
な
る
。
殺
生
、
倫
盗
、
邪
姪
等
を
始
め
す
べ
て
不
正
の
行
篤
を
遠
ざ
け
て
正
善
を
行
ふ
。
正

命
と
は
生
活
の
意
で
あ
る
。
人
の
生
命
は
縦
令
詐
倫
倫
盗
等
に
よ
り
て
得
た
食
物
に
て
も
養
分
さ
へ
取
れ
ば
肉
饉
は
養

一一一一
一
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は
る
、
併
し
斯
の
如
き
は
不
正
な
る
生
命
で
あ
る
。
渇
し
て
も
盗
泉
の
水
を
飲
ま
ず
正
し
き
生
活
を
な
す
之
聖
き
生
命

で
あ
る
。
正
精
進
と
は
勇
猛
精
進
に
努
力
す
べ
き
事
、
之
正
善
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
侵
令
書
夜
二
六
時
中
身
心
を
苦

励
し
て
頭
燃
を
救
ふ
が
如
く
な
る
も
聖
意
に
か
な
ふ
行
篤
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
正
念
と
は
内
的
に
活
動
す
る
は
念
で

あ
る
。
所
謂
八
億
四
千
の
念
が
若
し
聖
意
よ
り
自
己
の
心
念
に
行
動
す
る
時
は
念
と
ｔ
て
佛
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
古
人

云
は
く
、　
一
念
爾
陀
に
在
れ
ば

一
念
の
佛
、
念
々
爾
陀
に
あ
れ
ば
念
々
の
佛
と
。
内
に
佛
の
念
を
以
て
活
動
す
る
時
は

外
に
向
つ
て
ま
た
佛
行
を
篤
す
。
正
定
は

一
心
に
聖
意
が
全
く
自
己
の
意
志
と
成
て
動
ぜ
ざ
る
を
正
定
と
云
ふ
。
比
八

正
道
は
紳
聖
正
義
を
強
し
て
身
口
意
の
三
業
に
現
は
す
道
業
で
あ
る
。

恩
寵
―
―
紳
聖
正
義
の
聖
意
が
衆
生
の
心
意
と
し
て
賓
現
す
る
に
至
る
は
す
で
に
信
の
成
熟
し
た
る
上
に
於
て
能
く

す
。
警

へ
ば
小
兄
は
成
人
の
後
に
全
き
業
務
に
堪
へ
得
ら
る
ゝ
如
く
に
、
佛
子
た
る
心
霊
が
成
長
し
て
後
、
聖
意
を
現

は
す
つ
と
め
が
出
来
る
。
人
の
比
の
心
意
を
増
長
せ
し
む
る
は
如
末
の
恩
寵
で
あ
る
。
恩
寵
は
母
が
子
を
養
育
す
る
如

き
作
用
に
て
、
如
東
大
慈
愛
の
光
は
人
の
霊
性
を
増
長
せ
し
む
ｏ
前
の
霊
性
の
衣
食
住
の
例
の
如
き
は
悉
く
如
末
恩
寵

の
加
は
る
所
に
行
て
行
は
る
。



聖
意
を
現
は
す
行
篤

聖
意
を
性
現
す
る
は
光
明
の
行
篤
で
あ
る
。

聖
典
に
、
聖
き
に
生
れ
更
献
）
り
た
る
聖
徒
等
は
、
其
講
説
す
る
所
あ
れ
ば
聖
き
思
想
の
嚢
表
を
し
て
常
に
正
し
き

を
宣
ぶ
。
是
己
の
心
正
し
け
れ
ば
な
り
。

正
き
智
憲
の
明
か
ら
出
づ
る
言
は
道
に
契
ふ
て
、
違
ふ
こ
と
叉
あ
や
ま
る
こ
と
な
く
、
衣
食
佳
等
の
凡
て
の
物
に
我

物
の
心
な
く
、
染
着
の
心
な
く
、
去
る
も
末
る
も
進
む
も
止
る
も
情
に
繋
が
る
ゝ
な
く
、
自
由
意
志
が
最
も
よ
く
嚢
達

し
あ
れ
ば
、
之
を
適
し
彼
は
莫
す
と
云
ふ
な
く
、
い
か
な
る
境
遇
に
も
自
ら
満
足
を
感
ず
。
公
不
無
私
に
し
て
彼
と
我

と
の
私
の
同
貧
し
な
け
れ
ば
、
他
と
競
争
す
る
こ
と
も
叉
他
人
の
非
を
説
く
こ
と
も
な
く
、
諸
の
階
級
の
人
に
封
し
て

彼
を
見
る
こ
と
己
の
如
く
恕
舞
む
り
、
同
腱
慈
愛
を
以
て
凡
て
を
饒
盆
せ
ん
と
想
ふ
。
人
格
回
満
に
調
練
、
温
良
、
柔

梗
に
、
す
で
に
調
伏
し
あ
れ
ば
、
た
と
へ
他
よ
り
罵
詈
議
謗
せ
ら
る
る
も
、
な
り
叉
恨
む
な
ど
の
心
も
な
く
、
佛
の
心

を
以
て
己
が
心
と
す
。

一一一一一一一



三

二

四

八

正

信
心
す
で
に
開
展
し
て
如
末
の
中
の
光
明
生
活
、
印
ち
如
末
の
紳
的
衝
動
よ
り
賓
行
々
動
す
る
を
聖
道
と
篤
す
。
印

ち
如
末
の
司
導
す
る
行
篤
な
り
。

ま
た
佛
知
見
開
示
し
て
佛
の
正
道
に
行
篤
す
る
故
に
正
道
と
も
云
ふ
。
聖
道
は
一
時
に
非
ず
し
て
、
常
恒
不
断
に
進

歩
す
べ
き
過
程
な
る
が
故
に
、
絶
封
的
如
末
に
依
属
せ
る
精
神
に
も
、
自
己
の
習
氣
貧
ご
は
肉
の
あ
ら
ん
限
り
は
、
ゆ

る
が
せ
に
す
る
時
は
退
歩
の
憂
な
き
こ
と
能
は
ず
。
爾
陀
の
恩
寵
の
中
に
在
つ
て
も
ま
た
自
己
の
罪
悪
を
生
ず
。
念
々

に
恩
寵
を
感
じ
て
念
々
に
罪
悪
を
韓
ず
べ
し
。
罪
悪
の
性
も
と
是
菩
提
な
る
故
に
、
如
末
の
恩
寵
に
よ
れ
ば
忽
ち
憂
韓

し
て
如
末
の
霊
能
願
は
る
。
如
末
の
無
限
の
光
明
の
中
に
常
恒
不
断
に
念
々
に
一
歩
々
々
新
ら
し
き
地
歩
を
攻
め
ざ
る

べ
か
ら
ず
。
歩
々
不
断
の
霊
光
に
よ
り
て
新
し
き
地
を
占
め
、
念
々
に
起
り
末
る
煩
僣
を
し
て
悉
く
如
末
の
増
上
縁
力

の
下
に
霊
化
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
是
の
如
き
の
信
仰
を
輩
固
に
し
て
金
剛
の
意
を
な
す
。

此
聖
道
印
ち
道
徳
自
修
の
目
的
と
な
す
虎
は
改
善
に
あ
り
。
改
善
と
は
自
己
を
剋
し
て
如
末
の
聖
意
に
服
せ
し
む
る



に
あ
り
。
こ
の
改
善
は
修
練
習
慣
に
よ
り
て
全
く
性
格
を
羹
更
す
る
に
あ
り
。
治
極
的
に
は
利
己
の
悪
を
脱
却
し
て
積

極
に
は
如
末
の
理
性
印
ち
至
高
善
を
得
ん
と
練
習
す
。

八
正
道
印
ち
正
見
乃
至
正
定
は
小
乗
の
と
は
名
目
に
於
て
は
同
じ
き
も
、
其
内
容
に
於
て
は
全
く
異
な
る
な
り
。

八
正
悉
く
如
末
の
中
の
紳
的
行
篤
に
し
て
、
如
末
の
光
明
聖
意
を
自
己
に
賓
現
し
、
如
末
の
目
的
に
協
力
し
て
、
聖

道
に
進
趣
活
動
す
る
行
動
な
り
。

正
　
　
　
見

佛
知
見
開
示
し
て
こ
の
正
知
見
が
司
導
と
な
り
て
行
動
す
。
す
で
に
正
知
見
開
示
す
る
時
は
従
前
の
盲
目
的
衝
動
に

よ
ら
ず
、
自
己
は
如
末
の
中
の
個
人
た
る
を
意
識
し
、
如
末
の
終
局
目
的
に
協
力
し
、
紳
聖
正
義
の
光
が
自
己
主
観
の

光
と
な
り
て
、
此
光
の
中
に
賞
行
す
べ
き
命
令
と
な
り
、
印
ち
絶
封
理
性
の
爾
陀
の
内
容
を
自
己
の
主
目
的
と
し
、
道

徳
的
自
律
を
完
成
し
て
、
客
観
的
目
的
を
主
観
的
規
律
と
な
す
。
正
見
は
云
は
ゞ
通
じ
て
は
理
解
性
に
し
て
員
非
員
を

認
識
す
る
職
分
に
し
て
叉
善
悪
の
行
篤
を
決
定
す
べ
き
意
志
な
り
。
正
見
は
意
思
を
決
定
し
て
正
善
に
指
導
す
。
正
知

見
な
き
情
操
と
意
思
と
は
正
善
に
決
定
す
る
こ
と
能
は
ず
。

正

思

三

二

五
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如
末
に
依
る
思
惟
を
正
思
と
し
、
爾
ら
ぎ
る
も
の
を
不
正
ま
た
邪
思
惟
と
な
す
。
人
は
思
惟
に
よ
り
て
善
悪
邪
正
の

決
定
す
べ
き
目
的
を
思
惟
し
簿
慮
す
。
す
で
に
恩
寵
獲
得
し
た
る
人
も
、
猶
天
然
の
性
存
す
る
間
は
放
恣
に
す
る
と
き

は
堕
落
の
憂
な
き
能
は
ず
。
す
で
に
獲
得
し
た
る
恩
寵
印
ち
聖
意
を
賞
現
せ
ん
と
思
惟
し
、
法
蔵
比
丘
の
如
く
思
惟
し

撰
揮
し
習
學
し
て
、
常
に
自
己
の
角
悪
を
捨
て
如
末
の
員
善
を
選
取
し
、
常
に
新
に
し
て
ま
た
新
な
れ
。

一
た
び
恩
寵
獲
得
し
て
よ
り
は
、
正
思
惟
に
よ
り
て
正
邪
善
悪
を
見
る
こ
と
明
か
な
る
が
故
に
自
己
を
す
て
て
如
末

の
正
善
を
選
取
す
る
に
甚
だ
便
利
な
り
。

理
性
的
意
思
は
理
想
に
よ
り
て
規
定
せ
ら
れ
た
る
人
の
意
思
の
最
高
の
嚢
展
形
式
な
り
。
理
性
的
意
思
は
天
然
生
理

に
規
定
せ
ら
る
ゝ
下
等
の
意
思
衝
動
欲
望
に
封
し
て
、
正
義
の
理
性
に
よ
つ
て
批
判
撰
揮
の
務
に
任
ず
。
理
性
的
意
思

印
ち
良
心
が
天
然
意
思
を
正
思
惟
に
よ
り
て
修
練
し
訓
練
す
。
意
思
の
自
由
は
佛
性
に
し
て
、
此
の
理
性
の
自
由
印
ち

正
思
惟
に
よ
り
て
如
末
の
目
的
に
協
力
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
人
間
の
自
由
は
聖
霊
を
し
て
動
物
的
欲
情
を
支
配
せ
し
む

る
に
あ
り
。
人
間
の
意
思
自
由
は
感
覺
的
欲
望
及
び
性
癖
を
理
性
と
良
心
に
よ
り
て
統
撮
し
、
目
的
及
び
規
則
に
従
つ

て
其
生
活
を
規
定
す
る
能
力
な
り
。

正
　
　
　
業
貧
弩
）



積
極
に
は
員
賞
を
守
り
、
植
理
を
保
ち
、
家
庭
走
會
の
秩
序
を
素
さ
ゞ
る
如
き
、
治
極
に
は
不
殺
不
盗
、
不
邪
姪
等

の
如
き
、
如
末
恩
寵
に
衝
動
さ
る
ゝ
作
業
活
動
な
り
。
自
己
の
悪
素
質
と
従
来
の
悪
習
慣
と
は
聖
意
に
適
せ
ざ
る
も
の

と
し
て
矯
正
し
、
如
末
の
道
徳
的
性
格
を
養
ひ
、
聖
意
の
賓
現
に
意
を
注
ぎ
、
霊
化
の
恩
寵
を
う
け
て
道
徳
賞
行
す
る

に
あ
り
。
す
で
に
情
操
は

一
員
し
て
退
韓
せ
ざ
る
も
、
之
を
賞
行
々
動
に
賞
現
す
る
に
非
ざ
れ
ば
未
だ
正
業
と
す
る
に

足
ら
ず
。
良
心
よ
く
主
観
的
に
道
徳
秩
序
を
嚢
見
し
、
自
律
的
に

一
切
の
身
業
悉
く
如
末
の
聖
意
賞
現
的
に
行
篤
す
。

恩
寵
を
獲
得
し
て
意
思
の
霊
化
印
ち
菩
提
心
願
動
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
其
動
作
に
し
て
客
観
的
に
は
行
篤
者
及
び
其

周
国
の
人
に
安
寧
を
増
進
す
る
園
満
な
る
生
活
形
式
を
成
就
す
る
傾
向
を
有
し
、
之
と
同
時
に
主
観
的
に
は
義
務
を
養

せ
り
と
の
意
識
を
有
す
る
時
は
之
を
道
徳
的
に
善
と
稀
す
。

善
人
は
必
ず
其
業
務
を
怠
ら
ず
、
各
自
の
職
分
を
全
う
す
。
自
ら
恩
寵
中
な
る
自
己
の
義
務
を
泰
せ
り
と
す
る
行
篤

は
正
業
に
し
て
、
自
ら
斯
々
の
作
篤
は
聖
意
に
そ
む
く
も
の
と
す
る
行
篤
は
邪
業
な
り
。
法
華
経
に
佛
法
を
強
得
す
る

人
は

一
切
の
治
生
産
業
も
悉
く
賞
相
と
相
應
す
と
。

全
く
恩
寵
に
依
り

一
切
の
生
業
を
悉
く
如
末
の
命
令
と
し
て
、
恩
寵
自
己
に
あ
つ
て
活
動
す
る
職
務
は
是

正
業

な

り
。
ま
た
善
の
動
作
な
り
と
す
。

二
二
七



三
二
人

正
　
精

進

人
は
す
で
に
全
心
全
幅
を
如
末
に
投
じ
て
恩
寵
を
離
れ
た
る
自
己
の
情
操
な
き
を
感
じ
、
如
末
に
安
立
し
て
性
格
も

一
韓
し
て
興
化
せ
る
も
、
天
然
の
自
己
あ
ら
ん
限
り
は
煩
僣
及
び
誘
惑
物
と
の
健
闘
を
慶
止
す
べ
き
に
非
ず
。

人
如
末
の
中
の
精
神
生
活
を
な
し
、
印
ち
此
土
の
諸
々
の
衆
生
と
共
に
不
等
の
同
じ
恩
寵
に
霊
化
し
て
、
精
神
的
に

此
土
に
安
寧
界
を
建
設
し
、
紳
的
理
想
を
賞
現
せ
ん
が
篤
に
は
、
直
前
往
進
し
て
個
人
の
利
害
生
命
を
も
犠
牲
に
供
せ

ざ
る
可
か
ら
ず
。
飢
に
霊
化
せ
し
意
志
は
自
身
の
利
害
生
命
を
犠
牲
に
供
す
る
こ
と
に
躊
躇
せ
ざ
る
に
至
ら
ん
。

正
　
　
　
命

正
善
な
る
生
活
を
正
命
と
す
。

人
の
理
性
に
適
合
す
る
生
活
は
人
間
の
絶
封
目
的
に
し
て
、
理
性
に
適
合
す
る
生
活
を
螢
む
は
印
ち
其
安
寧
を
求
む

る
所
以
な
り
。
よ
く
強
力
と
健
康
を
保
ち
、
正
善
な
る
身
證
及
び
精
神
の
諸
能
力
を
園
満
に
嚢
展
せ
し
め
、　
一
切
の
理

性
的
倫
理
的
生
活
活
動
を
増
進
し
、
自
己
と
自
己
に
近
き
人
々
と
の
関
係
を
盆
々
親
密
な
ら
し
め
、
如
末
の
恩
寵
に
よ

り
て
精
神
生
活
の
内
容
を
深
く
し
て
、
紳
的
安
寧
を
得
て
園
満
に
生
活
す
。

至
善
は
如
末
の
恩
露
に
し
て
、
如
末
の
聖
寵
に
充
ち
た
る
内
容
印
ち
性
格
と
行
篤
に
て
到
達
す
。
正
義
の
観
念
に
よ



り
て
き
す
べ
き
義
務
を
全
う
し
、
自
己
を
捨
て
ヽ
聖
種
性
性
格
と
し
、
正
し
き
意
志
決
定
を
涵
養
す
。

（以
下
断
絶
〉

恩

恩
寵
の
性
現
は
思
想
と
言
語
と
行
篤
と
が
お
の
づ
か
ら
如
末
の
聖
意
に
か
な
ふ
て
自
他
乗
済
の
活
動
を
篤
す
。

四
嬌
、
六
度
、
十
二
徳
の
賓
行
な
り
。

（註
―
一（度
又
ニハ波
羅
密
は
施
、
戒
、
忍
、
進
、
藤
、
憲
）

四

弘

誓

願

菩
薩
は
願
と
行
と
を
以
て
自
己
の
生
命
と
す
。

現
在
よ
り
養
未
末
際
に
至
る
ま
で
、
衆
生
無
邊
な
れ
ど
も
誓
つ
て
度
せ
ん
。

煩
悩
無
邊
な
れ
ど
も
誓
つ
て
断
ぜ
ん
。

法
門
無
蓋
な
れ
ど
も
誓
つ
て
學
せ
ん
。

三

二

九



二
三
〇

無
上
菩
提
を
ば
誓
つ
て
證
せ
ん
。

乃
至
、
普
賢
の
行
願
。
生
々
世
々
常
恒
に
諸
佛
を
勘
請
し
、
諸
佛
に
親
近
し
、
諸
佛
を
供
養
し
、
乃
至
、　
一
切
の
法

を
學
び
、　
一
切
の
行
を
修
し
、　
一
切
の
衆
生
を
度
し
、
如
斯
誓
願
虚
杢
法
界
養
ん
も
我
願
は
養
き
る
こ
と
無
ら
ん
と
。

諸
佛
に
十
八
不
共
の
法
あ
り
。
是
菩
薩
に
な
き
所
な
る
故
に
不
共
と
云
ふ
。
中
に
精
進
無
減
欲
無
減
と
云
ふ
こ
と
あ

り
。
諸
佛
は
巳
に
無
上
菩
提
を
得
て

一
も
園
満
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
然
れ
ど
も
精
進
無
減
に
し
て
常
に
勇

猛

に
勤
修

し
、
欲
無
減
に
し
て
徳
を
積
み
功
を
累
ぬ
る
こ
と
限
り
な
し
。

諸
佛
す
で
に
爾
り
、
薄
地
の
凡
夫
何
ぞ
微
は
ざ
ら
ん
や
。

四

一
、
布
施
。
し
き
ほ
ど
こ
す
。
お
も
ひ
や
り
て
人
に
ほ
ど
こ
す
。

二
、
愛
語
。
人
を
し
ん
か
ら
愛
す
る
心
か
ら
出
づ
る
こ
と
ば
。

三
、
同
事
。
お
も
ひ
や
り
か
ら
し
て
、
彼
と
同
じ
よ
う
に
な
り
て
な
す
こ
と
。



四
、
利
行
。
人
に
利
盆
を
興

へ
る
お
こ
な
い
。

布
施
に
三
種
あ
り
。
財
施
、
法
施
、
無
長
施
な
り
。

掃
律
儀
戒
。

一
切
悪
を
上
む
。

五
戒
、
十
戒
、
十
無
養
戒
、
八
萬
四
千
威
儀
戒
等
に
至
る
ま
で
悉
く
此
中
に
掃
す
。

掘
善
法
戒
。

一
切
の
善
を
作
貧
）
す
。

四
振
六
波
羅
密
よ
り
乃
至

一
切
善
事
此
中
に
据
す
。

饒
盆
Ｑ
は
，
）有
情
翁
じ
戒
。

一
切
衆
生
を
利
盆
す
。

上

一一一一一
一
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宇
宙
大
法
の
勢
力
。

一
切
衆
生
を
本
覺
の
深
源
に
到
達
さ
す
べ
き
大
道
宇
宙
に
存
在
す
。
之
を
阿
繹
多
羅
三
貌
三
菩

提
Ｏ
撃
驚
弩
）
と
云
ふ
。
課
す
れ
ば
無
上
道
、
此
大
道
の
勢
力
が
萬
有
に
内
存
じ
一
切
諸
佛
此
大
道
に
入
つ
て
大
道
に
随

順
し
て
成
佛
し
給
へ
り
。
此
大
道
は
自
然
界
に
天
證
の
軌
道
が
在
り
て
有
ら
ゆ
る
星
辰
が
其
軌
道
を
逸
せ
ず
し
て
幾
千

萬
年
に
興
ら
ず
循
環
す
る
如
く
、　
一
切
衆
生
の
精
神
を
撮
め
て
常
恒
に
運
行
す
る
霊
的
大
道
を
阿
褥
菩
提
と
名
づ
く
。

筒
例
せ
ば
天
命
之
を
性
と
云
ふ
性
に
卒
£
じ
ふ
之
を
道
と
云
ふ
。
天
命
の
性
が
行
ふ
べ
き
道
で
あ
る
。
私
を
離
れ
た
る

天
の
道
で
あ
る
。
基
督
が
謂
ゆ
る
我
は
我
道
を
行
く
に
非
ず
し
て
紳
の
道
を
行
く
な
り
と
。
我
道
は
印
ち
私
の
道
、
私

の
道
は
間
よ
り
間
へ
の
地
獄
に
行
く
道
で
あ
る
。
佛
教
に
て
有
漏
の
迷
の
業
道
に
六
道
あ
り
。
印
ち
三
善
道
と
三
悪
道

で
あ
る
。
邪
見
を
以
て
逆
悪
の
業
道
は
印
ち
地
獄
の
道
で
あ
る
。
仁
義
五
常
の
常
倫
を
行
ふ
は
人
道
で
あ
る
。
叉
無
漏

（む
の
聖
悟
の
三
道
あ
り
、
馨
聞
菩
提
、
縁
覺
菩
提
、
無
上
菩
提
。
菩
提
は
道
で
あ
る
。

道
に
世
間
の
國
道
ま
た
縣
道
等
の
如
く
、
國
中
よ
り
帝
都
に
通
ず
る
を
國
道
を
云
ひ
、
其
縣
下
よ
り
縣
聴
に
達
す
る

を
縣
道
と
云
ふ
如
く
、
馨
聞
涅
槃
、
印
阿
羅
漢
果
の
涅
槃
を
得
ん
に
は
彗
聞
の
道
諦
の
三
十
七
道
品
を
修
し
て
究
党
地

に
至
る
。

一
切
諸
佛
と
等
し
く
無
上
正
覺
菩
提
に
到
ら
ん
に
は
無
上
菩
提
心
、
四
弘
誓
願
含
ボ
）等
の
大
道
心
を
嚢
す
。

故
に
無
上
の
佛
陀
に
至
ら
ん
に
は
自
己
の
因
果
を
捨
て
我
↑
）
を
捨
て
如
末
の
大
道
に
参
加
す
之
を
嚢
菩
提
心
と
す
。



菩
提
と
は
是

一
切
諸
佛
の
在
ま
す
虎
、
諸
佛
は
有
ゆ
る
五
十

一
地
の
煩
機
を
除
き
元
品
無
明
（篤
推
こ
を
も
破
り
て

妙
覺
の
位
に
入
る
。
永
く
無
明
の
父
母
に
別
れ
究
党
し
て
涅
槃
盆
じ
の
山
頂
に
登
り
、
諸
法
不
生
な
れ
ば
、
般
若
不

生
、
之
を
大
涅
槃
と
名
づ
く
。
絶
大
法
性
の
大
虚
を
座
と
篤
し
、
清
浄
法
身
を
成
兌
ご
じ
て
常
寂
光
土
に
居
る
と
は
是

菫
家
が
無
上
覺
を
成
じ
た
る
相
を
明
す
。
諸
佛
無
上
の
覺
位
に
到
達
す
る
道
程
を
無
上
道
と
名
づ
く
。
道
を
如
何
に
し

て
行
く
と
な
れ
ば
菫
家
に
は
費
は
法
性
員
如
の
月
は
自
然
に
し
て
然
り
。
煩
僣
も
染
む
る
事
能
は
ず
苦
も
簡
ま
す
こ
と

能
は
ず
道
も
通
ず
る
こ
と
能
は
ず
滅
も
浄
む
る
こ
と
能
は
ず
雲
の
月
を
籠
む
と
も
妨
害
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
如
し
。
煩
一

僣
さ
へ
却
く
れ
ば
印
ち
法
性
の
月
は
見
ゆ
る
と
。
道
ど
は
本
覺
の
月
を
願
は
じ
雲
を
除
く
道
で
あ
る
。
曰
く
法
性
は
月

の
如
く
苦
集
は
雲
の
如
く
道
は
却
除
の
如
く
滅
は
却
日
の
如
し
。

佛
陀
は
宇
宙
の
大
法
印
ち
員
如
法
性
の
員
理
を
悟
り
な
さ
れ
て
、
之
に
随
順
す
れ
ば
成
佛
、
之
に
逆
戻
す
れ
ば
生
死

に
流
韓
す
と
教
へ
、
法
性
の
理
を
覺
る
べ
き
法
が
佛
法
で
あ
る
。
佛
家
に
嚢
す
べ
き
菩
提
心
は
宇
宙
大
道
印
ち
自
性
清

浄
の
常
寂
光
土
清
浄
法
身
に
到
達
す
べ
き
を
無
上
菩
提
心
と
名
づ
け
、
是
宇
宙
大
法
と
大
道
に
順
つ
て
終
局
目
的
に
達

す
べ
き
を
教
へ
た
ま
へ
り
ｏ

一一一一一一一一



主
日

,い

佛
教
の
修
局
目
的
を
賞
行
の
方
か
ら
は
言
は
ゞ
、
上
求
（群
）菩
提
、
下
化
稀
）衆
生
が
佛
心
佛
行
の
意
志
で
あ
る
、

目
的
で
あ
る
。
上
求
と
は
願
作
佛
心
貸
孜
じ
、
換
言
す
れ
ば
完
全
国
満
な
霊
格
人
格
と
成
り
度
い
と
云
ふ
願
望

で
あ

る
。
下
化
と
は
一
切
の
衆
生
を
共
に
自
己
と
同

一
に
完
成
せ
ん
と
の
願
望
で
あ
る
。
向
上
、
向
下
の
願
望
で
あ
る
。

願
作
佛
心
の
根
底
は
衆
生
の
心
の
根
に
は
衆
生
悉
有
佛
性
と
て
人
々
本
末
園
満
な
る
霊
格
印
ち
佛
に
成
り
得
ら
る
ゝ

本
能
を
持
て
居
る
。
こ
の
霊
の
本
能
を
完
全
に
開
嚢
し
園
満
に
完
成
せ
ん
と
欲
せ
ば
之
を
成
就
せ
し
む
る
法
に
由
ら
ざ

る
を
得
ず
。
例
へ
ば
人
に
知
識
の
能
が
あ
つ
て
も
教
育
等
の
助
成
す
る
に
由
ら
ざ
れ
ば
其
の
知
能
も
開
嚢

せ
ざ

る
如

く
、
佛
性
具
有
す
る
と
も
開
嚢
の
法
を
待
た
ざ
る
を
得
ず
。
佛
法
印
ち
其
れ
が
開
嚢
の
機
関
で
あ
る
。

本
宇
宙
全

一
な
る
霊
證
の
一
分
な
る
霊
性
が
如
何
に
開
嚢
す
べ
く
賞
現
す
べ
き
や
、
是
佛
行
で
あ
る
。
佛
性
を
賞
現

せ
ざ
れ
ば
上
求
の
向
上
す
る
こ
と
能
は
ず
、
宇
宙
に
は
無
上
菩
提
て
ふ
自
ら
至
善
園
満
な
る
紳
國
に
達
し
得
ら
る
ゝ
大

道
あ
り
。
宇
宙
大
道
が
印
ち
無
上
菩
提
な
の
で
此
大
道
法
に
随
ふ
者
が
菩
提
心
と
云
ふ
。
菩
提
心
は
印
ち
修
局
に
帰
す

二

三

四



る
大
法
に
則
つ
た
の
で
あ
る
。

本
末
宇
宙
に
は
か
く
の
如
き
大
道
法
が
存
在
し
之
が
印
佛
法
で
あ
る
。
其
の
道
法
の
存
す
る
こ
と
は
、
宇
宙
に
自
然

法
の
行
は
れ
て
居
る
と
同
じ
こ
と
に
て
、
自
然
法
は
自
然
界
に
行
は
る
ヽ
日
月
星
等
の
運
行
と
な
り

一
切
萬
物
の
理
法

と
篤
つ
て
居
る
。
無
上
大
道
法
が
宇
宙
に
存
在
し
て
、
衆
生
此
大
道
法
に
合
致
し
た
る
意
志
が
印
ち
菩
提
心
で
あ
る
。

人
は
霊
性
的
生
命
を
以
て
動
物
界
を
超
え
て
肉
の
生
活
以
上
の
霊
性
生
活
と
な
る
。
肉
的
生
活
は
肉
性
の
幸
幅
を
以

て
目
的
と
す
。
霊
的
生
活
の
目
的
は
肉
の
幸
幅
を
犠
牲
に
し
て
進
ん
で
宇
宙
の
目
的
を
霊
我
の
目
的
と
し
、
霊
我
は
大

霊
と
合
致
せ
る
が
故
に
自
己
の
有
ら
ん
限
り
向
上
の
篤
に
努
力
す
。
霊
我
賞
現
主
義
で
あ
る
。。
伏
蔵
啓
嚢
せ
ん
が
篤
め

に
は
身
證
の
苦
勤
娘
難
は
甘
ん
じ
て
受
く
。
或
人
口
く
人
は
油
壼
に
油
を
盛
つ
て
常
に
燃
し
つ
ゝ
あ
り
燃
し
泰
す
迄
は

燈
せ
と
。
人
は
天
性
痴
鈍
な
り
と
も
大
霊
と
繋
る
霊
の
伏
能
あ
り
。
至
心
擢
動
の
結
果
は
天
稟
の
偉
人
よ
り
も
功
を
逐

ぐ
る
事
大
な
り
。
賞
に
霊
の
伏
能
は
宇
宙
と
共
に
無
限
で
あ
る
。
大
道
法
を
根
底
と
す
。
伏
能
遺
憾
な
く
嚢
揮
し
て
無

限
に
向
上
す
る
菩
提
心
と
篤
る
。
宇
宙
大
道
と

一
致
す
る
意
志
と
云
ふ
義
で
あ
る
。

佛
教
に
菩
提
心
を
嚢
す
者
は
最
も
大
な
り
と
篤
す
。
侵
令
現
在
は
小
に
あ
る
も
其
意
志
に
於
て
宇
宙
と
共
に
大
な
る

な
り
。
昔
印
度
に
羅
漢
果
を
得
た
る
聖
者
あ
り
。

一
の
小
沙
爾
兌
ご
を
侍
者
と
し
て
道
に
就
く
。
自
ら
前
に
行
き
沙
爾

二
三
五
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貧
ご
を
随
行
せ
し
む
。
小
沙
爾
自
ら
念
願
す
願
く
は
我
大
菩
提
心
を
嚢
し
成
佛
せ
ん
と
。
聖
者
他
心
智
を
以
て
沙
爾
の

意
念
を
知
見
し
、
お
も
へ
ら
く
、
此
の
沙
爾
現
に
少
な
り
と
雖
も
其
の
志
願
大
な
り
。
我
沙
爾
に
侍
し
随
行
せ
ん
と
。

沙
爾
が
携
帯
す
る
物
を
取
て
沙
爾
を
前
立
た
し
て
自
ら
随
行
す
。
沙
爾
又
念
願
す
、
大
菩
提
心
を
嚢
し
て
一
切
を
度
す

事
甚
だ
苦
難
な
り
、
自
ら
堪
へ
ざ
る
虎
な
り
。
如
（し）
か
じ
羅
漢
の
霊
果
を
得
ん
に
は
と
。
時
の
聖
者
叉
沙
爾
の
志
念
・

を
見
て
自
ら
前
に
立
ち
沙
爾
を
随
は
じ
む
こ
と
例
の
如
し
。
大
菩
提
心
を
嚢
す
者
現
在
は
小
な
り
と
い
へ
ど
も
辮
末
偉

人
と
成
ら
ん
。
人
は
其
理
想
に
叉
心
願
に
遠
大
な
る
は
現
在
小
な
り
と
雖
も
賞
に
長
敬
す
る
に
値
あ
り
。
志
願
の
最
大

な
る
も
の
菩
提
心
な
り
。

人
は
肉
饉
よ
り
見
れ
ば
動
物
の
進
化
し
た
る
特
等
の
動
物
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
、
大
盤
と
繋
れ
る
霊
の
伏
能
を
開
稜

し
霊
的
生
活
に
入
る
の
費
鈴
を
授
興
せ
ら
る
ゝ
の
特
檀
を
得
た
る
精
神
生
命
な
り
賞
に
大
な
る
宇
宙
大
霊
徳
を
左
右
す

る
を
得
。
霊
能
を
賞
致
に
活
動
す
る
に
至
ら
ざ
れ
ば
永
遠
の
目
的
に
達
す
る
こ
と
は
能
は
ず
。
此
の
霊
能
賞
行
の
菩
提

心
は
最
高
等
な
る
道
徳
で
あ
る
。
宇
宙
中
心
終
局
な
る
員
善
美
の
極
致
に
到
る
の
道
徳
心
で
あ
る
。

道
徳
秩
序
。
道
徳
に
は
喩
へ
ば
世
間
の
國
道
又
は
縣
道
と
云
ふ
が
如
く
其
の
扉
路
の
中
心
修
局
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

帝
都
を
終
諮
と
し
て
其
に
向
ふ
如
く
道
徳
行
篤
の
目
的
も
亦
然
り
。
大
菩
提
道
と
は
無
上
佛
果
の
道
。
蓋
し
心
霊
が
大



盤
と
合

一
し
紳
の
聖
意
と
合

一
し
た
る
道
徳
的
情
意
を
云
ふ
の
で
あ
る
。

大
道
心
は
如
末
の
聖
意
に
し
て
一
切
衆
生
霊
性
の
合

一
意
志
で
あ
る
。
人
生
の
無
上
大
道
に
達
す
る
を
目
的
に
す
る

意
志
が
菩
提
心
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

此
虎
に
達
す
る
菩
提
心
を
嚢
せ
ば
我
と
他
と
同
饉
の
慈
愛
心
と
な
る
。

大
霊
と
合

一
す
る
道
心
は
霊
的
生
命
の
生
活
で
あ
る
。
喩
へ
ば
太
陽
の
力
用
を
離
れ
て
肉
の
生
活
能
は
ざ
る
如
く
、

吾
が
霊
が
大
霊
の
霊
力
と
親
密
に
開
聯
す
べ
き
菩
提
心
な
き
生
命
は
、
霊
に
飢
へ
し
生
命
で
あ
る
。
内
に
省
み
て
千
萬

人
と
雖
も
恐
れ
ざ
る
高
等
な
る
勇
氣
な
く
、
天
に
赫
毬
ご
く
理
想
な
く
、
氣
品
卑
く
霊
的
勇
氣
奮
起
せ
ず
ｏ
自
と
彼
と

の
同
澄
の
慈
愛
な
く
、
同
證
大
悲
の
情
操
な
き
も
の
は
他
人
を
感
化
す
る
力
な
く
、
斯
の
如
き
意
志
な
き
も
の
は
、
た

と
へ
其
の
業
に
成
功
す
る
と
も
、
唯
だ
利
己
の
劣
情
を
満
足
せ
る
に
過
ぎ
ず
。
大
霊
の
意
志
た
る
大
道
に
範
翁
ご
ら
ず

し
て
何
に
か
達
せ
ん
。
彼
が
前
途
は
唯
だ
死
を
怖
る
ヽ
と
此
世
に
執
着
を
遺
３
）
す
に
在
り
。
其
の
意
志
に
於
て
は
寧

ろ
憐
む
べ
き
飢
鬼
に
過
ぎ
ぬ
。

自
己
の
霊
の
伏
能
を
開
嚢
せ
ん
霊
的
意
志
は
菩
提
心
と
篤
る
。
此
の
菩
提
心
は
宇
宙
の
大
道
法
と
合
致
す
る
意
志
で

あ
る
。
故
に
霊
性
の
欲
望
す
る
虎
は
宇
宙
大
道
法
で
あ
る
。
大
道
法
の
目
的
は
一
切
の
衆
生
の
霊
性
の
意
志
で
あ
る
。

二
三
七



二
三
八

宇
宙
は
大
道
法
の
常
恒
運
流
に
し
て
大
霊
の
妙
用
賓
に
不
可
思
議
な
り
。
天
證
の
秩
序
人
の
走
會
の
嚢
達
、
修
局
は
大

盤
に
昴
す
。
其
の
道
法
は
宇
宙
に
常
に
流
行
す
。
此
の
大
道
法
に
契
ふ
時
は
園
満
に
嚢
達
の
性
を
逐
ぐ
。
此
の
性
を
逐

げ
ん
が
篤
に

一
心
に
努
力
し
道
法
に
則
つ
て
努
力
し
然
し
て
其
の
賞
行
が
道
法
に
順
ふ
者
は
盆
々
向
上
す
。
宇
宙
大
道

は
自
然
界
の
方
面
に
在
り
て
は
其
の
秩
序
正
し
く
天
地
位
し
百
物
成
生
し
て
功
を
修
め
つ
ゝ
あ
り
。

人
も
ま
た
宇
宙
の
大
法
に
則
つ
て
、
最
終
の
目
的
に
向
つ
て
進
趣
し
、
自
己
の
伏
能
を
有
ら
ん
限
り
嚢
展
さ
し
て
向

上
的
生
活
す
べ
し
。

往

一生
―
―
理

と

事

往
生
に
形
式
と
活
動
、
理
と
事
と
あ
り
。
形
式
と
は
す
で
に
光
明
嚢
得
の
上
に
は
従
来
の
我
に
あ
ら
ず
し
て
み
だ
の

子
た
る
我
な
り
。
印
ち
肉
の
我
は
霊
我
と
な
り
薩
垂
は
菩
提
薩
垂
盆
こ
と
篤
る
。
印
ち
光
明
を
得
た
人
と
篤
る
。
娑
婆

に
居
な
が
ら
浄
土
を
槻
ず
。
相
待
因
果
の
心
に
あ
ら
ず
し
て
絶
封
霊
界
の
人
と
な
る
。

蓋
十
方
無
碍
光
明
中
の
人
と
な
り
、
之
精
神
の
形
式
に
於
て
浄
上
の
人
と
な
り
し
な
り
。
次
に
娑
婆
に
て
み
だ
の
清

浄
光
に
霊
化
さ
れ
玲
瀧
と
輝
き
感
情
に
は
法
喜
藤
悦
の
妙
味
を
常
に
感
ぜ
ら
れ
意
志
は
霊
化
し
て
意
業
の
所
作
悉
く
聖



旨
よ
り
我
に
現
は
る
ゝ
な
り
。

事
の
往
生
と
は
往
は
至
善
に
向
て
の
行
程
に
て
歩
々
に
向
上
し
行
き
て
菩
提
の
大
道
を
進
み
階
級
的
に
進
む
を
往
と

す
。
此
に
は
霊
と
肉
、
煩
情
と
菩
提
と
の
健
闘
。
若
し
光
明
を
離
る
れ
ば
急
ち
に
肉
の
煩
悩
に
横
領
せ
ら
る
故
光
明
の

霊
力
を
以
て
逆
襲
す
。
自
力
と
他
力
の
別
は
自
力
は
罪
悪
に
て
他
力
は
正
善
で
あ
る
。
他
力
の
光
明
を
以
て
自
己
の
間

黒
を
破
り
歩
々
に
新
な
る
不
断
の
革
新
不
断
の
向
上
を

一
生
に
わ
た
つ
て
断
や
さ
ず
。

此
道
徳
の
制
裁
は
悉
く
如
末
の
霊
的
光
明
に
よ
り
て
得
ら
る
。
若
し
光
明
を
得
る
こ
と
な
け
れ
ば
修
身
肉
の
奴
隷
と

な
り
て
三
悪
の
間
に
堕
落
す
る
こ
と
兎
れ
難
し
。
光
明
霊
化
の
力
を
以
て
一
生
を
通
じ
て
至
善
の
行
程
と
な
し
臨
終
の

夕
を
期
す
。
之
を
往
生
の
賞
行
と
す
。
光
明
の
大
道
を
往
進
し
勇
趣
す
る
の
謂
な
り
。
博
道
家
は
衆
を
卒
ひ
て
光
明
の

大
道
と
共
に
進
む
を
目
的
と
す
。
印
ち
自
己
の
心
霊
に
燈
り
つ
ゝ
あ
る
光
明
を
以
て
三
業
の
行
篤
を
以
て
他
人
の
意
志

を
照
し
盤
化
の
徳
を
以
て
大
道
に
進
ま
し
む
。
是
を
博
道
の
目
的
と
す
。

嘗
式
の
往
生
は
世
を
厭
ひ
て
死
に
往
き
て
死
後
に
集
土
に
生
る
ゝ
を
意
味
す
。
今
往
生
は
精
神
的
に
自
己
心
底
の
霊

性
を
如
末
の
霊
光
に
開
嚢
せ
ら
れ
霊
の
伏
能
が
願
動
態
と
な
る
を
生
と
云
ふ
。
復
活
の
義
で
あ
る
。
復
活
の
霊
は
光
明

の
大
道
を
勇
進
邁
往
し
て
日
々
に
新
に
生
れ
時
々
に
活
け
る
霊
活
を
往
生
と
篤
す
。

二
三
九



二
四
〇

・^生
一
―
―
精
神
と
身
證

修
養
の
宗
と
す
る
虎
は
自
己
の
心
意
と
如
末
の
恩
寵
と
の
投
合
に
あ
り
。
印
ち
自
己
を
如
末
の
光
明
に
投
昴
没
入
し

肉
我
に
死
し
霊
我
に
復
活
す
る
に
あ
り
。
要
す
る
虎
若
は
日
稀
、
若
は
億
念
、　
一
行
三
味
を
も
て

一
に
如
末
に
心
意
を

注
ぎ
、
心
々
相
績
し
て
止
ざ
る
時
は
、
若
は
頓
速
に
若
は
漸
次
に
如
末
の
心
光
と
感
合
し
、
恩
寵
喚
起
の
機
熟
し
、
信

心
覺
醒
し
心
霊
の
曙
と
な
り
ぬ
べ
し
、
之
を
恩
寵
の
喚
起
と
篤
す
。
次
に
開
嚢
。
上
の
三
心
五
行
に
よ
り
て
信
心
覺
醒

し
、
如
末
の
心
光
を
も
て
自
己
を
返
照
す
る
時
は
、
己
が
罪
悪
を
自
覺
し
、
道
心
の
苦
悶
を
感
じ
、
筒
進
ん
で
心
霊
の

開
嚢
を
期
す
る
時
、
心
光
内
に
薫
じ
恩
寵
の
和
氣
を
感
じ
、
七
覺
心
の
華
開
き
、
妙
感
霊
應
の
紳
機
、
四
面
玲
朧
欺
天

喜
地
、
身
心
融
液
不
可
思
議
、
其
内
容
の
員
味
は
言
語
道
断
に
念
慮
の
絶
た
る
虎
。
こ
ゝ
に
於
て
全
く
肉
我
の
罪
よ
り

腕
け
て
霊
我
の
生
命
と
し
、
心
機

一
韓
し
た
る
に
及
び
て
印
ち
人
格
の
革
新
な
り
、
之
を
精
神
の
更

生

と
す
。
経
に

「
心
の
所
願
に
随
て
其
國
に
生
ず
」
と
。
信
仰
の
結
果
、
性
現
と
な
る
。
恩
寵
開
嚢
の
目
的
は
心
光
を
證
現
す
べ
き
賞

行
に
あ
り
。

「
其
國
に
生
」
と
は
往
生
印
ち
更
生
な
り
。
此
に
二
位
あ
り
。
精
神
と
及
び
身
證
な
り
。



精
神
の
更
生
と
は
従
前
の
肉
我
を
韓
じ
て
員
我
の
生
命
と
化
雰
）
り
、
情
操

一
員
す
る
虎
、
す
な
は
ち
新
し
き
人
と

な
る
。
光
明
界
裡
聖
の
者
と
し
て
昨
日
の
我
と
異
れ
る
観
あ
り
。
有
餘
の
依
身
は
憂
ら
ね
ど
紳
は
浄
上
に
棲
み
遊
ぶ
。

聖
懐
の
中
に
安
立
す
る
員
情
は
毀
春
八
風
の
篤
に
動
格
さ
れ
ず
。
飢
に
精
神
更
生
し
去
つ
て
現
世
界
を
観

じ
末

る
時

は
、
昨
日
の
そ
れ
と
異
れ
り
。
現
世
界
は
曾
て
蔑
現
し
た
る
如
き
厭
機
の
魔
郷
に
あ
ら
で
、
是
よ
り
は
爾
向
上
し
目
的

な
る
員
理
の
霊
界
に
進
む
べ
き
菩
薩
が
天
職
を
果
す
べ
き
方
便
修
行
土
な
り
し
。
斯
光
吾
人
を
自
覺
せ
し
む
る
に
人
生

の
員
理
を
以
て
す
。
然
り
而
し
て
吾
人
は
い
か
に
聖
意
を
饉
現
せ
ん
。
い
な
光
明
を
現
は
す
べ
き
行
動
せ
ん
。
曰
く
、

吾
人
は
聖
子
た
る
霊
我
現
賓
の
篤
に
あ
ら
ゆ
る
力
を
颯
す
べ
き
に
あ
り
。

印
ち
理
想
の
観
音
と
し
て
我
と
他
と
を
同

一
硯
し
、
他
の
苦
は
印
ち
己
が
苦
な
り
、
己
が
架
を
以
て
他
に
分
た
ん
と

欲
す
。
正
義
の
意
志
は
勢
至
と
同
う
し
、
印
ち
己
を
剋
貧
）
め
己
を
犠
（出さ）
て
聖
意
の
現
は
れ
に
つ
と
め
。
己
が
分
を

守
り
他
人
の
祠
祗
を
保
護
し
、
叉
員
勇
沈
毅
い
か
な
る
こ
と
に
望
み
て
も
屈
せ
ず
撓
ま
ず
。
ま
た
吾
人
は
不
動
の
智
創

を
執
り
て
己
が
貪
瞑
痴
を
害
し
。
地
蔵
の
愛
に
倣
ひ
て
世
の
人
に
待
せ
ん
。
高
筒
な
る
理
想
を
文
珠
の
聖
童
に
習
ひ
、

遠
大
な
る
希
望
を
普
賢
の
行
願
に
學
び
。
向
上
進
趣
、
高
善
萬
行
を
も
て
此
土
に
架
邦
を
賞
現
せ
ん
。

悪
人
の
迫
害
は
心
霊
を
研
く
の
利
器
。

一
切
の
誘
惑
は
剋
己
忍
耐
の
試
検
具
、
若
し
現
世
界
を
以
て
目
的
あ
る
階
梯

二
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な
る
修
行
土
と
観
じ
末
る
時
は
、
菩
薩
六
度
萬
行
を
修
す
べ
き
諸
々
の
器
具
が
全
備
す
る
に
非
ず
や
。
経
に
比
土

一
日

の
修
行
は
浄
土
に
於
て
百
歳
す
る
に
勝
れ
り
と
。
吾
人
は
斯
る
大
利
な
る
此
土
な
る
こ
と
を
自
覺
す
る
が
故
に
、
寸
陰

を
費
と
し
己
に
本
務
を
場
さ
ん
と
す
べ
く
、
然
り
而
し
て
方
便
上
の
つ
と
め
を
全
く
卒
Ｃ
）
る
日
に
は
、
必
ず
目
的
た

る
賞
在
の
報
土
、
印
ち
無
餘
涅
槃
界
に
帰
る
期
あ
る
を
信
ず
。
経
に

「
其
國
に
生
じ
諸
の
菩
薩
馨
聞
大
衆
に
共
に
歎
春

し
て
其
功
徳
を
稀
せ
ら
れ
」
と
は
蓋
し
精
神
更
生
し
お
わ
つ
て
聖
旨
賓
現
の
篤
に
活
動
せ
る
人
を
稀
す
る
な
り
。

身
性
の
更
生
。

す
で
に
更
生
し
た
る
精
神
は
如
末
大
心
光
中
に
理
想
の
浄
土
に
逍
逢
翁
）
ぶ
も
の
ゝ
、
肉
の
有
ら
ん
限
り
は
自
然
の

約
束
を
全
く
腕
す
る
能
は
ず
。
爾
々
方
便
の
業
を
卒
る
暁
に
は
、
無
明
生
死
の
夢
醒
て
大
ネ
ハ
ン
城
に
て
無
上
菩
提
の

官
に
住
し
、
員
善
妙
美
の
園
に
は
常
榮
我
浄
の
華
鮮
か
に
、
四
智
園
満
の
日
は
明
け
て
、
三
身

一
如
の
月
清

ら

か
な

り
。
然
る
と
き
は
印
ち
膿
は
本
覺
の
都
に
在
て
化
η
）
を
百
億
に
分
ち
、
こ
ゝ
に
於
て

一
切
諸
佛
は
印
ち
本
覺
の
爾
陀
。

爾
陀
印

一
切
諸
佛
た
る
の
具
理
は
自
ら
證
ら
ん
。



智

情

意

の
韓

化

菩
提
心
の
中
心
は
情
操
な
り
。

碑
菩
提
心
と
は
人
の
心
が
粥
陀
の
恩
寵
と
の
致

一
の
心
機
に
し
て
、
人
の
初
め
て
菩
提
心
を
開
展
す
る
は
佛
知
見
の
開

示
に
し
て
、
啓
示
に
無
明
の
夢
覺
醒
し
て
、
従
前
の
天
然
自
己
を
滅
殺
す
る
に
至
る
。
此
の
自
己
滅
殺
は
情
操
韓
依
の

治
極
の
極
に
し
て
意
志
信
仰
の
覺
醒
は
積
極
の
初
め
な
り
。

啓
示
が
先
駆
に
て
、
次
に
心
情
に
更
生
、
情
操
韓
化
、
次
に
意
志
霊
化
、
こ
の
三
を
合
し
て
菩
提
心
と
云
ふ
。
菩
提

心
に
情
操
を
中
心
と
す
る
は
、
情
操
は
人
を
司
導
す
る
原
動
力
に
し
て
、
こ
の
情
操
の
韓
化
は
印
ち
更
生
な
り
。
こ
の

更
生
は
全
人
格
の
精
神
生
活
の
更
生
に
し
て
、　
一
切
の
意
志
主
我
を
員
我
の
中
に
帰
命
せ
し
め
、
全
心
を
泰
し
て
阿
粥

に
帰
入
す
る
が
故
に
、
更
生
と
云
ふ
。
人
の
肉
の
心
理
機
定
の
韓
化
故
に
、

ま
た
韓
依
象
こ
と
も
羮
易
生
死
伏
推
躊
）

と
も
総
す
。

更
生
は
初
め
佛
知
見
に
よ
り
初
め
て
正
知
見
覺
醒
し
て
、
次
に
情
操
を
韓
化
し
て
よ
り
は
、
大
菩
提
を
自
己
意
志
と

二
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し
て
、
其
の
目
的
に
協
力
し
て
積
極
的
方
面
に
活
動
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
菩
提
と
云
ふ
に
た
ら
ず
。
菩
提
心
は
正
知

見
に
て
心
情
を
照
す
が
故
に
、
自
己
の
悪
を
見
る
こ
と
明
か
に
し
で
、
全
く
従
前
の
主
我
主
義
ど
異
に
し
て
、
自
己
の

罪
悪
を
滅
殺
す
る
こ
と
、
所
謂
暁
明
に
賊
を
捕
へ
る
が
如
し
。
天
然
の
妄
知
見
と
情
操
と
は
賊
を
認
め
て
子
と
す
る
が

故
に
賊
を
滅
殺
す
る
こ
と
能
は
ず
。
人
は
菩
提
心
を
嚢
し
て
覺
醒
せ
ざ
る
間
は
、
罪
過
を
認
む
る
能
は
ざ
る
が
故
に
、

自
ら
罪
悪
の
中
に
あ
る
も
嫌
忌
せ
ず
、
正
知
見
に
よ
り
て
道
を
顧
現
す
れ
ば
、
賊
印
ち
罪
悪
の
種
子
を
滅
殺
せ
ざ
れ
ば

安
ん
ず
る
能
は
ず
。

自
己
胸
中
の
阿
爾
印
ち
良
心
と
衝
突
す
べ
き
罪
悪
は
憚
り
な
く
滅
殺
し
、
人
は
全
く
恩
寵
に
よ
り
て
情
操
に
韓
換
し

罪
障
治
滅
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
自
ら
安
ん
ず
る
こ
と
能
は
ず
。
す
で
に
情
操
韓
化
す
る
と
き
は
自
ら
阿
爾
の
中
に
全
く

安
穏
な
る
情
と
な
る
こ
と
を
得
る
に
至
る
。
す
で
に
自
ら
紳
的
安
穏
な
る
は
罪
障
治
滅
し
た
る
心
情
の
状
態
な
り
。

人
は
罪
障
治
滅
し
て
恩
籠
に
融
合
し
大
菩
提
心
と
し
て
大
菩
提
の
勢
能
に
致

一
し
て
融
合
し
た
る
情
操
は
、
煩
悩
の

み
な
ら
ず
苦
毒
も
理
想
に
解
腕
し
て
、
常
に
有
篤
翁
）
の
生
滅
の
あ
る
に
か
ゝ
は
ら
ず
、
情
操
に
は
観
念
的
に
阿
爾
の

中
に
安
住
し
、
印
ち
表
面
の
有
漏
翁
）
の
浪
風
は
あ
ら
う
が
ま
ゝ
、　
心
情
は
阿
爾
の
官
殿
に
安
住
し
て
、
世
の
誘
惑
を

恐
れ
ず
、
ま
た
大
火
に
焼
か
る
る
と
も
吾
が
此
の
土
は
安
穏
に
し
て
と
説
く
が
如
し
。
全
く
員
我
の
中
の
自
己
と
し
て



安
寧
な
る
精
神
生
活
を
得
。

最
深
の
内
面
は
無
量
永
恒
の
中
の
生
命
と
し
て
、
無
限
の
壽
の
生
命
と
し
て
、
人

「
大
火
に
焼
る
る
も
我
が
此
の
上

は
安
穏
に
し
て
、
天
人
常
に
充
満
し
、
園
林
諸
の
堂
閣
種
々
の
費
を
も
て
荘
厳
す
」
と
は
、
員
我
と
融
合
し
た
る
内
容

を
表
明
し
た
る
に
外
な
ら
ず
。

罪
障
治
滅
し
、
紳
的
融
合
の
心
情
と
共
に
、
意
志
に
は
霊
化
、
菩
提
心
と
し
て
阿
爾
と
の
致

一
的
の
意
志
を
な
す
。

心
情
融
合
の
花
は
霊
化
の
意
志
の
費
を
結
ぶ
べ
き
方
便
に
し
て
、
霊
化
の
精
神
が
最
も
園
満
に
自
己
を
成
熟
し
た
る
は

す
で
に
菩
提
心
成
じ
た
る
な
り
。

霊
化
し
た
る
意
志
、
霊
化
し
た
る
霊
格
を
法
王
子
ま
た
童
員
と
云
ふ
。
内
面
に
阿
爾
と
致

一
の
意
志
は
法
王
子
と
名

づ
く
。
こ
の
菩
提
心
が

一
切
の
情
操
を
司
り
て
、
ま
た

一
切
の
行
篤
を
命
ず
る
虎
の
原
動
力
と
な
る
。
然
れ
ど
も
盤
化

は
菩
提
心
の
性
格
に
し
て
末
だ
行
篤
に
あ
ら
ず
、　
一
切
の
紳
的
行
動
の
衝
動
た
り
。

こ
の
霊
格
紳
的
衝
動
よ
り
嚢
動
す
る
行
篤
は
波
羅
密
爺
こ
に
し
て
終
局
に
到
る
過
程
た
り
。

知
ト
ー
煩
僣
罪
悪
の
認
識

情
―
―
罪
過
の
感
情
、
苦
悶

二
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意
―
―
煩
機
を
滅
殺
す
る
意
志
の
反
動

一
、
煩
機
の
所
在
を
嚢
見
す
る
は
啓
示
に
よ
り
て
覺
磨
し
た
る
知
力
に
し
て
。

二
、
知
見
に
照
ら
さ
る
る
感
情
は
煩
僣
よ
り
衝
動
せ
る
罪
業
が
良
心
と
衝
突
す
る
罪
障
の
感
情
に
苦
悶
す
。

〓
、
こ
の
賊
を
知
り

（知
力
）
之
を
嫌
忌
し
て
苦
悶
す
る
感
情
あ
る
も
、
賊
を
捕
縛
し
て
殺
す
も
の
は
悪
に
反
抗
す
る

意
志
の
性
能
、
印
ち
修
練
す
る
意
志
な
り
。

古
人
口
く
、
戒
は
賊
を
捕

へ
、
定
は
之
を
縛
し
、
憲
は
賊
を
殺
害
す
と
。

今
は
知
力
の
恩
寵
に
て
賊
を
嚢
見
す
。
心
情
の
恩
寵
は
賊
を
縛
す
。
意
志
の
恩
寵
は
賊
を
殺
害
す
。

之
は
治
極
。
更
に
積
極
に
は
安
立
。
爺
命
―
―
あ
み
に
帰
入
し
。
心
情
致

一
に
融
合
し
。
安
立
す
。

聖
　
土思
　
證
　
現

信
心
開
嚢
す
れ
ば
心
機

一
韓
し
、
霊
き
我
生
命
に
復
活
し
た
る
後
は
印
ち
佛
子
で
あ
る
。

梵
網
に
謂
ゆ
る
、
衆
生
佛
戒
を
受
く
れ
ば
印
ち
諸
佛
の
位
に
入
る
。
位
大
覺
に
同
じ
巳
餞
）
れ
ば
印
ち
是
諸
佛
の
子



な
り
と
。

聖
道
門
は
弼
陀
佛

一
佛
の
分
身
の
方
よ
り
見
て
諸
佛
と
云
ふ
。
浄
土
門
は
聖
道
の
諸
佛
を
統

ふ
。
爾
陀
と
諸
佛
と
は
不

一
不
異
の
同
源
な
り
。
哲
學
的
汎
紳
的
に
諸
佛
と
云
ひ
、
宗
教
的
に

な
り
。
今
は
爾
陀
の
法
王
子
と
篤
す
。

佛
子
佛
心
佛
行
、
如
末
と
共
に
在
り
、
我
如
末
中
に
在
り
ヽ
如
末
我
に
あ
り
。

無
限
の
光
壽
は
吾
人
の
個
性
に
依
つ
て
現
は
る
。
此
の
個
性
は
、
無
限
の
大
海
を
根
底
と
し
尖
頭
を
水
上
に
現
は
じ

た
る
巖
で
あ
る
。

佛
子
、
聖
意
を
自
己
の
意
と
し
三
業
四
儀
を
以
て
聖
意
を
現
は
す
。
之
に
三
級
あ
り
。
十
行
と
十
金
剛

（十
向
）
と

十
地
と
な
り
。

信
、
住
、
行
、
向
、
地

喚
起
し
開
嚢
す
る
時
は
す
で
に
十
信
の
満
位
と
し
て
如
末
と
自
己
と
の
合

一
不
離
の
員
理
を
知
見
し
、

二
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十
住
の
満
位
と
し
て
は
感
情
的
に
如
末
の
大
我
と
融
合
し
て
、
三
密
冥
合
、
紳
秘
的
の
幽
迭
甚
深
、
不
思
議
の
霊
應

妙
感
を
賞
験
し
た
る
上
は
、
常
恒
大
我
の
中
に
安
佳
す
る
の
心
情
と
篤
り
し
は
、
十
佳
の
満
位
に
て
、
す
で
に
従
来
の

罪
悪
我
は
韓
じ
て
聖
子
た
る
霊
我
と
生
れ
た
り
。
是
よ
り
佛
子
と
し
て
の
賞
行
は
行
篤
を
以
て
賞
現
す
。
如
末
よ
り
獲

得
し
た
る
生
命
と
勢
力
と
は
三
業
の
行
篤
に
現
は
る
。

十
行
印
ち
行
位
と
は
聖
意
を
己
が
意
志
と
篤
す
道
徳
的
行
篤
で
あ
る
。
道
徳
と
云
ふ
も
道
徳
の
動
機
が
最
高
等
な
る

理
想
印
ち
如
末
よ
り
我
に
現
は
れ
た
る
道
徳
の
原
動
力
な
り
。
道
徳
の
賓
行
に
は
意
志
の
鍛
錬
を
要
す
。
此
の
鍛
錬
印

ち
如
末
の
霊
化
で
あ
る
。

十
善
、
八
正
道
、
六
度
等
は
佛
子
の
三
業
を
道
徳
的
に
淘
冶
す
る
の
機
関
で
あ
る
。
之
を
自
己
の
力
に
て
淘
冶
す
る

は
賓
に
難
行
道
で
あ
る
。
若
し
自
覺
し
て
覺
行
日
満
、
菩
薩
の
願
行
を
究
党
せ
ざ
れ
ば
成
佛
出
来
ぬ
と
す
れ
ば
、
成
佛

は
賓
に
成
じ
難
し
。
然
る
に
宗
教
的
に
如
末
の
恩
寵
を
被
む
り
て
佛
の
聖
意
に
霊
育
せ
ら
る
ゝ
時
は
、
任
運
に
作
篤
す

る
虎
自
ら
佛
行
と
篤
る
故
に
易
行
道
で
あ
る
。



超
日
月
光
―
―
行
、
向
、
地
、

な何
（十
行
、
性
種
性
）

神
的
道
徳
心
は
如
何
に
自
ら
修
練
し
て
波
羅
密
印
ち
園
満
に
到
達
す
べ
き
や
。
行
と
は
徳
行
。

先
づ
自
己
の
意
志
を
無
上
道
に
行
篤
す
べ
き
に
、
波
羅
密
は
常
恒
の
過
程
な
る
が
故
に
不
断
に
進
趣
し
て
退
韓
す
べ

か
ら
ず
。
紳
的
意
志
が
行
篤
を
な
す
べ
き
性
格
輩
固
に
な
ら
ぎ
る
べ
か
ら
ず
。
こ
の
過
程
は
二
河
自
道
の
書
の
如
し
。

無
上
菩
提
の
紳
的
自
道
に
貪
瞑
等
の
水
火
の
二
河
や
ゝ
も
す
れ
ば
道
を
横
領
せ
ん
と
す
。
然
れ
ど
も
波
羅
密
の
岸
に
到

る
意
志
紳
的
行
篤
清
自
の
吾
人
が
無
上
道
意
の
道
は
、
す
で
に
自
道
た
る
こ
と
を
意
識
す
。

健
闘
。

恩
寵
に
よ
る
注
意
と
勇
氣
と
を
緩
む
る
時
は
、
六
賊
は
後
翁
し）
よ
り
末
て
、
虚
倫
の
愛
の
面
を
被
り
て
菩
提
心
を
掠

害
せ
ん
と
し
、
貪
瞑
の
二
河
動
婁
）
も
す
れ
ば
紳
的
自
己
を
ひ
た
さ
ん
と
す
。
紳
の
聖
き
名
に
よ
り
、
幡
を
た
て
て
、

健
稀
）
げ
な
る
健
闘
に
、
勇
氣
を
鼓
舞
し
て
、
之
を
攻
む
る
に
非
ざ
れ
ば
敗
走
を
兎
れ
ず
。

二
四
九



二
五
〇

所
謂
佛
吼
を
も
て
吼
し
、
法
鼓
を
う
ち
、
法
嵐
傘
じ
を
吹
き
、
法
創
を
執
り
、
法
憧
を
建
て
、
法
雷
を
震
ひ
、
法
電

を
耀
（聡
）
か
し
、
法
雨
を
樹
後
）ぎ
等
、
菩
提
の
意
志
は
自
己
胸
中
の
煩
悩
魔
を
習
怖
し
て
帰
伏
せ
し
む
。

外
寇
は
恐
る
る
に
足
ら
ず
、
自
己
の
主
我
幸
薦
主
義
の
内
賊
だ
に
伏
滅
せ
ば
い
か
に
六
賊
侵
末
す
る
も
之
を
防
禦
す

る
は
容
易
な
り
。

行
の
位
を
性
種
性
と
名
づ
く
。

菩
提
道
徳
性
を
自
ら
修
練
し
て
、
従
来
襲
ひ
末
り
し
悪
習
を
憂
じ
て
、
紳
的
性
格
に
彙
化
せ
し
む
る
な
り
。

佛
性
印
ち
遺
体
恩
寵
の
紳
聖
正
義
の
正
因
と
恩
寵
と
の
善
を
精
修
し
、
菩
提
心
を
嚢
達
せ
し
め
て
、
紳
的
活
動
を
な

す
性
格
を
熟
達
せ
し
む
。
菩
提
心
は
利
己
主
義
幸
祠
主
義
を
捨
て
、
良
心
と
衝
突
す
る
所
の
意
志
の
素
質

を
捨
つ
。

波
羅
密
は
中
途
に
滞
ら
ず
飽
く
ま
で
至
善
の
中
心
な
る
阿
爾
に
向
つ
て
進
趣
す
べ
き
の
性
格
に
し
て
、
輩
固
に
熟
練

精
修
し
て
天
然
の
意
志
が
鑽
垢
を
さ
り
て
純
正
に
紳
的
性
格
を
な
す
べ
き
な
り
。
主
観
を
輩
固
に
し
て
客
観
目
的
に
活

動
す
。

長
養
。

此
行
を
長
養
と
も
い
ふ
。
菩
提
印
ち
高
等
な
る
善
心
を
修
練
し
て
波
羅
密
の
過
程
の
進
む
に
、
恩
寵
を
本
ど
し
て
更



に
恩
寵
の
開
展
進
歩
を
助
く
。
改
善
に
精
進
し
て
退
せ
ざ
る
を
要
す
。
菩
提
は
自
己
の
修
局
目
的
、
菩
薩
の
天
職
と
し

て
自
己
を
蓋
し
、
菩
提
の
善
に
改
進
し
、
性
格
の
改
善
、
情
操
菩
提
に
よ
り

て
輩
固
な
り
。
情
操
が
静
的
情
操
に
更

生
、
生
活
と
性
格
が
改
善
の
道
徳
的
過
程
と
共
に
連
絡
し
て
全
う
す
る
を
得
べ
し
。

長
養
と
は
、
た
と
へ
ば

一
時
の
政
獲
を
は
こ
り
て
共
に
肥
料
と
耕
転
と
を
怠
る
は
修
局
の
目
的
に
好
結
果
を
見
る
こ

と
能
は
ざ
る
べ
し
。

十
行
は
改
善
し
て
恩
寵
に
よ
る
人
の
意
志
の
結
果
に
し
て
、
自
利
の
結
果
な
り
。
是
よ
り
は
進
ん
で
客
観
目
的
に
阿

爾
の
中
の
活
動
を
な
す
は
十
向
に
あ
り
。

菩
提
心
自
利
修
練

健
岡
精
進

性
種
性
を
な
す

自
己
の
道
徳
長
養

二

五

一



二
五
二

占円

（十
回
向
叉
十
金
剛

（道
種
性
と

波
羅
密
の
客
観
的
に
阿
爾
の
目
的
に
協
力
す
る
は
、
先
に
は
自
利
の
菩
提
心
の
修
練
熟
達
、
之
よ
り
は
他
を
阿
爾
の

理
想
に
と
。

一
切
衆
生
が
阿
爾
の
中
の
衆
生
な
れ
ば
、
員
我
の
我
に
は
彼
我
な
く
、
同
事
利
行
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
こ
の
賞
行

行
篤
が
全
く
菩
提
の
行
篤
に
し
て
、阿
爾
に
合

一
し
た
る
人
の
意
志
と
し
て
活
動
す
。
印
ち
絶
封
阿
爾
の
個
人
現
な
り
。

一
、
救
護
衆
生
、
離
衆
生
相
。

一
切
衆
生
は
同
じ
く
阿
爾
の
理
性
な
る
が
故
に
。

向
と
は
事
を
回
ら
し
て
理
に
向
ひ
、
己
が
所
作
を
悉
く
衆
生
に
同
ら
し
て
衆
生
に
向
ふ
。

活
動
不
壊
。
天
然
に
支
配
せ
ら
れ
た
る
意
志
を
腕
し
て
の
霊
化
の
意
志
は
紳
的
活
動
、
衆
生
に
入
り
て
利
せ
し
む
。
他

縁
に
遇
ふ
も
性
格
堅
固
に
し
て
金
剛
の
意
志
破
ら
れ
ず
、
致

一
、
内
面
致

一
の
個
人
と
し
て
菩
提
の
活
動
す
。
紳
の
意

志
内
容
を
自
己
の
目
的
と
す
。
若
し
こ
の
目
的
に
協
力
せ
ざ
れ
ば
菩
提
に
衝
突
す
。

随
順
衆
生
。
道
徳
的
自
律
が
客
観
的
目
的
を
主
観
の
自
目
的
と
す
。
印
ち

一
切
衆
生
は
阿
爾
の
同

一
理
性
な
れ
ば
、



衆
生
の
苦
は
我
が
苦
な
り
衆
生
の
罪
悪
印
ち
我
が
罪
た
り
と
。
故
に
経
に
衆
生
の
病
は
印
ち
我
病
な
り
と
。
道
種
性
と

は
恩
寵
に
よ
り
て
園
満
に
霊
化
せ
ら
れ
た
る
道
徳
情
操
印
ち
道
と
篤
す
。
こ
の
道
情
が
賞
行
ま
た
修
練
し
長
養
し
末
り

し
結
果
道
種
と
す
。
道
種
は
是
よ
り
す
で
に
成
熟
し
た
る
種
性
Ｃ
Ｔ
）
が
其
の
種
性
を
も
て
客
観
界

一
切
に
普
く
施
さ

ん
と
す
る
勢
力
な
り
。
道
徳
の
成
熟
し
た
る
種
を
も
て
ま
た

一
切
に
播
布
す
る
種
性
な
り
。

道
と
は
印
ち
菩
提
に
し
て
性
種
性
は
改
善
の
性
格
、
道
の
菩
提
と
は
阿
爾
の
聖
意
を
も
て
自
己
の
心
と
し
て
、
阿
爾

印
ち
自
己
と
、
恩
寵
に
入
り
て
の
道
徳
態
、　
一
印

一
切
、
衆
生
を
自
己
と
し
て
阿
弼
の
中
な
る
自
己
の
客
観
的
自
己
道

心
を
道
種
性
と
す
。

こ
の
種
性
を
輩
固
に
し
た
る
を
金
剛
と
云
ふ
。
先
に
は
絶
封
の
中
の
個
人
の
性
格
を
輩
固
に
せ
し
を
、
い
ま
は
自
己

他
を
輩
固
に
す
。
す
で
に
是
ま
で
自
己
修
練
の
結
果
よ
く
経
験
あ
る
を
も
て
阿
爾
の
内
の
衆
生
に
之
を
頒
ち
之
を
た
す

け
、
自
己
の
な
す
こ
と
は
印
ち
阿
爾
の
賞
現
に
し
て
之
を
見
聞
の
輩
を
し
て
菩
提
心
を
起
さ
じ
め
、
其
の
三
業
の
所
作

が
印
ち
阿
爾
の
聖
意
の
賞
現
と
ｔ
て
彼
を
刺
戟
し
て
道
心
の
動
機
と
な
す
。
故
に
我
が
身
を
見
ん
も
の
は
菩
提
心
を
嚢

し
我
が
説
話
を
聞
く
も
の
は
断
悪
修
善
せ
よ
と
云
ふ
が
如
し
。

菩
提
―
―
上
求
下
化

二
五
三



二
五
四

向
上
向
下
、
致

一

金
剛
不
壊

道
種
性
―
―
利
他
の
原
動
力

利
他

五理
（十
地
又
は
十
聖
）

佛
知
見
啓
示
に
よ
り
て
佛
の
正
道
に
悟
入
し
て
、
自
己
は
絶
封
な
る
員
理
之
観
念
的
に
致

一
た
る
こ
と
を
證
明
し
、

ま
た
其
属
性
た
る
報
應
の
二
身
依
正
Ｑ
じ
の
荘
厳
も
精
神
態
に
證
明
し
、
感
情
に
は
罪
悪
の
主
た
る
主
我
及
び
属
類
を

滅
殺
し
、
員
我
の
中
に
融
合
し
、
之
に
安
立
し
、
霊
化
の
恩
寵
に
よ
り
て
道
徳
情
操
を
輩
固
に
し
て
性
格
を
完
成
し
て

自
利
の
徳
を
完
う
す
。

向
位
と
し
て
は
す
で
に
知
見
し
融
合
し
た
る
阿
爾
の
中
な
る
衆
生
な
れ
ば
、
印
ち
同
事
利
行
織
掟
じ
衆
生
の
模
範
と

な
り
、
ま
た
自
己
の
火
を
も
て
他
の
木
を
焼
く
が
如
く
同
性
の
愛
を
も
て
他
を
見
る
の
み
な
ら
ず
他
を
利
す
る
を
以
て



自
己
の
利
と
す
。

進
ん
で
聖
位
（十
地
）
に
入
り
て
は
、
絶
封
阿
爾
を
離
れ
て
我
な
く
其
の
目
的
を
自
己
の
目
的
と
し
、
精
神
生
活
の
全

性
を
阿
爾
に
投
じ
て
、
表
面
は
個
人
な
る
も
内
面
は
阿
爾
の
一
員
に
し
て
、
之
を
意
識
す
る
の
み
に
非
ず
、
精
神
に
全

然
主
我
及
び
天
然
の
悪
素
質
を
腕
却
し
、
客
性
目
的
が
全
く
自
己
の
目
的
に
し
て
、
自
己
は
客
證
の
方
便
の
み
。
所
謂

「
十
方
界
に
入
て
苦
の
衆
生
を
救
婿
ａ
じ
せ
ん
、
虚
杢
法
界
も
き
き
ん
や
、
我
が
願
も
亦
斯
の
如
く
な
ら
ん
と
。」

大
菩
提
心
は
絶
封
を
も
て
自
己
と
す
。
故
に
自
己
を
度
す
る
も
他
の
個
々
を
度
す
る
も
同
じ
な
る
べ
し
。
論
註
に
、

「
菩
薩
は
己
が
智
慧
の
火
を
も
て

一
切
衆
生
の
煩
機
の
草
木
を
焼
く
、
若
し

一
衆
生
と
し
て
成
佛
せ
ざ
る
右
ら
ば
我
れ

作
佛
貧
ご
せ
ず
」
と
。

一
切
衆
生
を
度
し
蓋
す
と
は
、
個
人
印
ち
全
強
阿
爾
の
故
に
、
絶
封
の
内
面
に
は
自
他
な
き
が
故
に
、
ま
た
自
ら
先

に
成
佛
し
て
他
を
度
す
こ
と
は
、
火
○
を

一
切
の
草
木
を
摘
み
て
焼
き
つ
く
さ
じ
め
ん
に
、
草
木
未
だ
泰
き
ざ
る
に
火

○
す
で
に
き
く
。
其
身
を
後
に
す
る
に
而
も
身
先
だ
つ
が
如
し
。
菩
薩

一
切
を
楯
取
し
て
同
じ
く
終
局
に
帰
せ
し
む
。

地阿
爾
の
個
人
と
し
て
、
紳
聖
正
義
と
恩
寵
と
に
よ
り
て
聖
的
衝
動
に
行
篤
し
、
地
よ
り
萬
物
を
化
育
す
る
が
如
し
。

二
五
五



二
五
六

ま
た
地
は
大
地
の
如
く
、
絶
封
阿
爾
の
恩
寵
は
天
日
の
如
く
、
太
陽
等
が
地
上
の
萬
物
を
化
育
す
る
が
如
く
、
阿
爾

の
内
容
と
し
て
の
紳
聖
正
義
恩
寵
に
同
化
し
て
、
よ
く
聖
化
し
た
る
内
容
の
聖
的
行
動
と
し
て
、
内
の
徳
光
は
自
ら
世

間
を
照
し
、
自
利
々
他
、
世
の
光
と
な
り
て
、
人
を
感
化
す
。
ま
た
大
地
の
高
物
を
生
ず
る
が
如
し
。
警

へ
ば
絶
封
の

阿
爾
の
性
能
は
天
の
如
く
、
よ
く
霊
化
し
た
る
菩
薩
の
菩
提
心
は
地
の
如
く
、
地
あ
り
て
萬
物
位
し
萬
物

育

す

る
が

如
く
、
天
と
地
と
の
関
係
に
よ
り
て
萬
物
の
嚢
育
す
る
如
く
、
霊
格
の
人
と
無
限
の
恩
寵
と
の
関
係
に
よ
つ
て
無
限
の

恩
寵
を
嚢
現
す
。
絶
封
の
恩
寵
は
本
末
法
界
に
周
遍
す
る
も
、
霊
化
の
人
格
に
よ
ら
ざ
れ
ば
願
現
す
る
に
よ
し
な
し
。

拐
伽
つ
も
に
所
謂
る
十
方
法
報
應
憂
化
身
は
是
な
り
。
澤
迦
、
龍
樹
、
天
親
、
慧
遠
、
善
導
、
天
菫
、
南
嶽
、
永
明

等
。
ま
た
興
化
身
は
、
キ
リ
ス
ト
、
マ
ホ
メ
ツ
ト
、
モ
ー
ゼ
、
ソ
ク
ラ
テ
ー
ス
の
類
は
み
な
霊
化
せ
る
精
神
態
の
人
に

し
て
、
印
ち
無
限
の
紳
聖
態
個
人
に
化
身
し
た
る
に
外
な
ら
ず
。
之
等
が
み
な
営
時
の
人
間
に
出
で
て
、
無
限
の
恩
愛

の
個
人
現
の
代
表
者
た
る
の
み
な
ら
ず
。
其
門
下
よ
り
其
の
末
葉
に
至
る
ま
で
、
ま
た
皆
其
の
理
性
の
具
せ
ざ
る
は
な

け
れ
ば
、
内
容
に
何
の
程
度
ま
で
嚢
達
せ
し
か
は
他
は
之
を
測
り
知
る
こ
と
能
は
ざ
る
も
、
其
の
霊
化
と
共
の
後
の
行

篤
に
於
て

（

）

ま
た
十
地
は

一
切
の
衆
生
を
載
せ
て
解
腕
せ
し
む
る
を
目
的
と
す
る
意
志
な
れ
ば
、
無
縁
の
慈
を
以
て

一
切
を
荷
負



す
る
故
に
地
と
名
づ
く
と
。
無
縁
の
慈
と
は
絶
封
員
我
に
は
自
他
な
く
、　
一
切
自
己
な
ら
ぎ
る
は
な
し
。
衆
生
は
員
我

の
個
々
な
れ
ば
執
れ
か
疎
親
あ
ら
ん
と
、
阿
弼
の
根
底
に
立
つ
て。
同
情
を
表
す
を
云
ふ
。
阿
爾
の
内
容
を
自
己
の
内
容

と
し
て
、
恩
寵
に
充
た
さ
れ
て
、
幸
謳
主
義
な
き
が
故
に
、
紳
的
不
和
に
し
て
内
容
つ
ね
に
霊
謳
な
る
が
故
に
歓
喜
の

地
に
安
立
す
。

衆
生
を
見
る
に
主
我
を
離
れ
、
不
等
阿
爾
の
内
容
に
よ
り
て
見
る
が
故
に
同
證
。
違
順
の
情
を
離
れ
て
愛
檜
な
く
、

自
己
に
染
著
な
く
、
他
に
適
莫
翁
賀
）
な
く
、
彼
も
な
く
我
も
な
く
、
競
も
な
く
、
訟
も
な
く
、
怨
恨
の
心
な
く
、
離

蓋
清
浄
に
し
て
、
厭
怠
の
心
な
し
、
故
に
離
垢
と
名
づ
く
。

内
、
紳
聖
正
義
恩
寵
に
充
た
さ
れ
て
、
聖
的
衝
動
の
言
語
動
作
に
於
て
世
間
を
照
し
、
道
徳
秩
序
の
す
べ
て
の
動
作

と
し
て
、
世
を
刺
激
し
て
感
化
せ
ざ
る
な
し
故
に
嚢
光
と
云
ふ
。

内
に
紳
聖
正
義
恩
寵
を
以
て
先
に
は
時
に
よ
り
縁
に
随
つ
て
嚢
現
せ
し
も
、　
一
般
に
感
化
を
施
し
て
、
客
観
の
紳
聖

態
と
し
て
、
道
徳
秩
序
の
正
し
き
走
會
制
度
に
顧
は
し
た
る
標
準
光
明
と
な
る
が
故
に
、
炎
憲
と
名
づ
く
。

阿
爾
の
個
人
現
が
地
上
の
浄
國
を
建
設
せ
ん
と
し
て
、
炎
慧
の
光
が
走
會
を
照
し
て
道
徳
秩
序
が
走
會
に
願
は
さ
れ

ん
と
欲
す
る
に
、
照
し
た
る
劣
態
或
は
背
徳
の
走
會
が
漸
々
に
化
し
て
、
こ
の
善
悪
の
三
流
は
漸
々
に
道
光
あ
ら
は
れ

二
五
七



二
五
人

て
、
世
の
悪
の
間
は
善
の
光
に
勝
ち
難
く
、
道
徳
秩
序
の
光
が
黒
曙
を
照
破
せ
ん
と
す
る
を
難
勝
地
。

産
會
に
化
現
し
た
る
阿
爾
の
道
光
は
盆
々
熾
盛
に
し
て
、
魔
雲
妖
霧
は
漸
次
に
し
り
ぞ
け
て
、
理
想
の
浄
國
斯
の
土

に
現
前
し
、
個
々
の
身
心
生
活
完
全
に
嚢
展
し
人
間
最
深
の
奥
た
る
宗
教
機
能
開
嚢
し
、
黄
金
世
界
を
顧
す
、
阿
爾
が

地
に
願
は
れ
て
精
神
の
黄
金
世
界
は
現
前
す
、
現
時
代
の
み
に
あ
ら
ず
其
基
礎
を
輩
固
に
し
て
永
遠
に
行
は
じ
め
ん
が

篤
め
に
教
園
を
作
り
、
永
遠
に
体
え
し
む
べ
き
準
備
を
な
す
。
教
国
が
張
固
と
な
り
、
各
自
は
内
面
致

一
に
し
て
、
敷

多
の
個
々
の
絶
封
員
我
の
化
現
と
し
て
、
不
動
の
信
念
と
道
徳
的
秩
序
の
源
な
る
性
格
を
張
固
に
す
。
相
互
の
内
容
の

心
は
互
に
映
篤
し
、
甲
の
道
光
は
乙
を
刺
激
し
乙
の
行
動
は
甲
を
模
範
と
し
て
善
く
互
に
憲
光
と
慧
光
と
を
も
つ
て
開

展
し
嚢
達
す
べ
し
。
故
に
善
憲
と
名
づ
く
。

此
が
客
観
的
走
會
の
制
度
に
顧
は
る
ゝ
菩
提
印
ち
道
徳
態
は
、
主
観
界
に
は
個
々
の
道
徳
と
し
、
客
観
に
は
走
會
制

度
の
道
徳
と
顧
現
し
地
上
の
天
國
を
建
設
す
る
の
法
規
と
な
る
。
元
末
斯
の
如
き
の
菩
提
の
本
性
と
性
能
と
は
法
界
に

周
遍
し
て
充
さ
ざ
る
虎
な
く

一
切
を
覆
ふ
て
神
霊
霊
化
す
る
と
こ
ろ
の
性
能
に
し
て
、
業
に
循
ひ
縁
に
随
つ
て
嚢
現
し

て
、
普
く

一
切
を
活
し
開
展
し
て
霊
化
す
る
本
質
性
能
な
る
が
故
に
、
法
雲
と
名
づ
く
。

初
嚢
心
の
宗
教
憧
憬
と
し
て
は
個
人
主
観
的
に
嚢
生
し
漸
々
に
開
展
個
々
が
回
満
に
嚢
達
、
次
に
は
、
十
地
は
客
観



を
己
人
と
し
、
印
ち
菩
薩
は
自
他
な
し
。
教
回
廣
く
云
は
ゞ
客
観
の
内
面
絶
封
員
我
を
我
と
し
て
、
こ
の
国
饉
の
嚢
達

は
初

一
の
主
観
よ
り
し
て
全
世
界
を
覆
ふ
に
至
る
。
其
の
嚢
生
は

一
人
よ
り
な
る
も
其
の
本
質
性
能
は
法
界
に
充
塞
す

る
が
故
に
虎
と
し
て
流
行
せ
ざ
る
は
な
し
。

十
地
を
も
つ
て
、
十
地
の
天
國
と
し
て
理
想
的
に
浄
目
を
願
現
し
、　
一
切
の
個
々
の
宗
教
心
機
を
完
全
に
嚢
達
せ
し

め
て
遺
憾
な
か
ら
し
め
、
客
観
界
に
観
念
的
に
安
寧
世
界
印
ち
浄
土
を
建
設
し
、
吾
が
土
は
安
穏
に
し
て
、
天
然
の
人

の
苦
毒
と
感
ず
る
世
界
に
す
で
に
超
越
し
た
る
宗
教
の
世
界
観
に
は
霊
幅
な
ら
ざ
る
な
し
、
故
に
吾
三
界
の
如
く
に
三

界
を
見
ず
と
。

超
世
の
悲
願
を
聞
し
よ
り
、
我
ら
は
生
死
の
几
夫
か
は
、
有
漏
の
機
身
は
か
わ
ら
ね
ど
ヽ
心
は
浄
土
に
栖

み
遊

ぶ

Ｌこ
。超

世
と
は
、
世
は
天
然
世
界
の
主
我
ま
た
世
界
依
属
の
意
象
な
り
。
之
を
超
越
し
て
こ
の
物
質
に
か
ゝ
は
ら
ず
、
精

神
の
意
象
を
韓
じ
て
阿
爾
に
超
入
す
れ
ば
、
個
々
悉
く
浄
土
な
ら
ざ
る
は
な
し
。

導
師
の
、
捨
二此
薇
心
（
印
證
二彼
法
性
之
常
楽
↓

吾
此
土
娑
婆
印
寂
光
土
に
し
て
天
然
を
超
越
し
た
る
意
象
に
は
観
念
的
に
寂
光
土
顧
現
す
。
天
然
の
人
は
感
覺
世
界

二
五
九



二
六
〇

の
外
に
世
界
観
な
し
。

吾
人
の
世
界
観
は
阿
粥
陀
佛
去
此
不
遠
。
感
覺
に
よ
ら
ず
し
て
観
念
的
に
蓋
十
方
無
碍
光
界
に
安
住
し
、
法
界
に
充

塞
せ
る
大
菩
提
の
性
能
に
協
力
し
て
、　
一
切
と
共
に
紳
的
生
活
し
、
理
想
的
の
浄
土
に
安
立
し
、
本
末
精
神
は
阿
爾
の

中
な
れ
ば
、
逐
に
は
賞
在
的
に
解
腕
し
て
帰
入
す
。

不
入
不
出
、
永
恒
の
生
命
と
し
て
紳
的
活
動
、
印
ち
菩
提
の
本
態
と
致

一
せ
ん
。

聖

聖
と
は
知
情
意
の
三
機
能
回
満
に
精
神
及
び
身
證
の
精
神
生
活
に
於
て
最
完
全
に
嚢
展
し
、
絶
封
員
我
に
安
立
し
、

無
上
道
徳
の
修
局
目
的
に
協
力
し
て
、
全
く
自
己
を
腕
し
、
大
菩
提
印
ち
宇
宙
の
終
局
旧
的
を
自
己
の
自
的
と
し
て
紳

的
活
動
す
る
も
の
、
表
面
は
己
人
の
如
く
な
る
も
、
全
く
内
容
は
阿
爾
に
し
て
世
の
光
明
と
な
る
。
大
経
に
、

「如
末

の
排
智
を
得
て

一
切
を
開
化
し
、
世
間
に
超
え
て
心
は
常
に
度
世
の
道
に
諦
住
し
、　
一
切
萬
類
の
た
め
に
不
請
の
友
と

な
り
て
群
生
を
荷
負
し
て
之
が
重
措
と
な
る
」
。
と
云
ふ
如
き
是
な
り
。

導
師
、
然
師
、
及
び
自
己
を
腕
し
て
全
く
阿
爾
の
個
人
と
し
て
世
を
化
す
る
も
の
悉
く
聖
な
り
。

た
と
ひ
外
面
に
よ
ら
ず
も
内
面
に
完
全
園
満
に
霊
化
せ
し
も
の
は
悉
く
聖
な
り
。
自
己
を
離
腕
し
て
大
菩
提
心
を
も



て
自
己
と
定
め
て
共
紳
的
衝
動
よ
り
活
動
す
る
も
の
は
み
な
聖
と
な
す
。

十
聖
の
位
に
は
、
大
菩
提
心
に
自
他
な
し
。
客
観
の
園
澄
の
済
度
過
程
は
印
ち
自
己
に
し
て
、
無
上
菩
提
の
願
作
佛

心
は
印
ち
是
れ
度
衆
生
心
ｏ
度
衆
生
心
と
は
印
ち
掘
取
衆
生
、
終
局
に
帰
趣
せ
し
む
る
心
是
な
り
。

一三
（
一
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ハ
二

行

分

初
嚢
心
よ
り
信
念
増
進
し
光
明
を
獲
得
し
全
く
光
明
の
生
活
に
至
る
迄
の
道
程
に
三
階
あ
り
。
一
喚
起
位
、
二
開
稜

位
、
三
腱
現
位
。

難
思
光
　
喚
起
の
位

甚
深
難
思
の
光
明
を
、
至
心
不
断
に
念
ず
れ
ば
、
信
心
喚
起
の
時
到
り
、
心
の
嘩
瞳
と
は
成
ぬ
べ
し

初
に
難
思
光
と
は
初
心
の
輩
に
は
如
末
の
光
明
と
云
ふ
も
未
経
験
の
こ
と
な
れ
ば
い
か
ゞ
に
感
ず
べ
き
も
の
か
は
識

量
盆
こ
こ
と
が
で
き
ぬ
枚
に
難
思
と
云
ふ
。
先
づ
信
心
を
喚
起
す
る
次
第
は
か
う
で
あ
る
、
喩
ば
良
田
が
雑
草
の
篤
に

荒
蕪
釜
こ
れ
る
も
之
を
開
墾
し
て
良
種
を
播
く
時
は
好
果
を
獲
べ
き
如
く
に
、
人
に
本
具
の
霊
性
あ
り
我
儘
の
煩
僣
に

覆
は
る
ゝ
も
、
業
障
懺
侮
に
心
地
を
墾
し
、
如
末
光
明
の
聖
種
を
素
因
と
し
、
師
友
知
識
の
保
護
を
受
け
、
殊
に
自
か

ら
至
心
不
断
に
信
念
を
運
び
、
堅
く
執
持
し
て
止
ま
ざ
る
時
は
信
心
の
萌
嚢
せ
ん
こ
と
何
ぞ
疑
ふ
べ
き
ぞ
。

如
末
光
明
の
員
理
を
聞
き
能
く
會
得
す
れ
ば
其
客
澄
な
る
如
末
を
憧
憬
憶
念
し
て
飽
ま
で
も
光
明
に
接
せ
ん
と
の
熱



望
が
嚢
る
。
然
れ
共
中
々
に
光
明
を
得
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
こ
ゝ
に
於
て
己
が
業
障
の
深
重
な
る
を
自
覺
す
。
志

の
深
き
者
は
爾
信
念
の
熱
度
を
増
す
。
信
心
の
喚
起
に
自
修
と
偉
燈
と
あ
り
。
自
修
と
は
自
ら
念
佛
三
味
又
は
霊
光
三

味
を
以
て
刻
苦
擢
励
し
て
光
明
の
喚
嚢
を
期
す
、
例

へ
ば
木
と
木
と
摩
擦
し
て
火
を
出
す
が
如
く
に
す
。
博
燈
と
は
全

く
鍛
活
せ
る
師
友
知
識
の
親
切
な
る
相
体
に
心
力
感
博
し
て
霊
火
を
博
ふ
る
こ
と
、
甲
の
焚
火
を
乙
の
薪
木
に
俸
ふ
る

が
如
く
す
。
然
ば
縦
令
業
障
の
瀑
氣
も
慈
愛
の
火
力
に
燥
か
さ
れ
て
信
仰
が
偉
燈
つ
た）
ら
る
ゝ
。
何
に
し
て
も
人
生
の

一
大
事
な
れ
ば
至
誠
と
熱
心
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

宗
教
の
中
心
は
紳
人
合

一
に
あ
れ
ど
も
如
何
に
し
て
之
が
で
き
る
と
な
れ
ば
、
大
霊
は
宇
宙
全
性
な
れ
ど
も
、
其
中

心
を
得
ざ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
小
宇
宙
な
る
頭
脳
の
中
心
と
、
大
宇
宙
の
中
心
と
の
合

一
を
主
と
す
。
大
宇
宙
の
中
心
無
量

光
如
末
を
自
己
の
精
神
中
心
を
以
て

一
心
不
乱
に
専
注
専
念
し
て
止
ま
ざ
る
に
あ
り
。
如
末
は
心
霊
界
の
大
日
輪
で
あ

る
。
之
を
精
神
の
本
奪
と
す
べ
し
。
天
に
在
て
は
無
量
光
如
末
、
地
に
現
れ
て
は
澤
迦
世
奪
。

一
證
の
二
面
で
あ
る
。

故
に
澤
奪
を
通
じ
て
天
に
輝
く
光
明
如
末
を
億
念
す
べ
き
で
あ
る
。

聖
善
導
は
、
如
末
員
金
色
に
し
て
園
光
徹
照
し
て
端
正
無
比
な
る
こ
と
を
常
に
想
ふ
て
捨
て
る
な
と
教

へ
ら
れ
た
。

其
慈
悲
の
面
影
が
日
前
に
在
す
と
想
へ
ば
久
し
く
純
熟
す
る
時
は
霊
に
活
け
る
信
念
は
極
り
な
き
法
悦
と
感
じ
ら
る
。

一
一
一ハ
一一一



二
六
四

又
朝
夕
の
讃
美
腱
拝
は
心
霊
を
養
ふ
の
糧
で
あ
る
。
至
心
不
断
に
念
じ
信
念
内
に
増
長
し
、
恩
籠
の
和
氣
に
催
さ
れ
、

雲
き
心
の
種
は
前
嚢
し
信
念
の
曙
光
と
は
成
り
ぬ
べ
し
。

無
稀
光
　
開
嚢
の
位

如
末
の
慈
光
被
む
り
て
、
七
覺
心
の
華
開
き
、
神
秘
の
霊
感
妙
に
し
て
、
聖
き
心
に
よ
み
更
へ
る

す
で
に
信
心
喚
起
し
た
る
は
人
の
心
地
に
播
き
し
心
種
か
ら
初
め
て
萌
嚢
し
た
る
位
に
て
、
是
よ
り
は
恩
寵
を
蒙
り

て
信
心
の
花
が
開
嚢
の
位
に
進
む
。
微
な
る
光
に
接
し
て
従
来
の
己
を
反
照
雰
０
み
る
時
は
自
分
勝
手
の
甚
だ
し
き
自
一

か
ら
断
恥
に
耐
へ
ぬ
。
然
し
て
罪
障
懺
悔
の
念
が
切
に
起
こ
り
、
改
善
せ
ん
と
す
れ
ど
も
か
た
き
に
爾
々
己
が
蒻
さ
を

信
認
せ
ら
る
。
罪
悪
の
我
は
聖
貧
）き
に
更
生
献
）
ら
ざ
れ
ば
浮
ぶ
瀬
が
な
き
と
想
へ
ば
盆
慈
悲
の
御
親
が
懸
し
く
な
．

る
。
如
末
と
共
に
在
り
て
離
れ
ざ
る
身
に
な
ら
ざ
れ
ば
員
の
安
心
は
で
き
ぬ
。
如
末
と
不
可
離
の
開
係
は
心
の
花
開
く

に
よ
る
。
心
の
花
は
七
覺
の
枝
に
咲
き
匂
ふ
。
七
覺
と
は
心
念
の
心
作
用
で
あ
る
。
一
澤
法
二
精
進
三
喜
四
軽
安
五
定

六
捨
七
念
。
初
に
揮
法
覺
支
と
は
す
で
に
信
心
喚
起
し
て
如
末
を
念
ず
る
的
は
定
ま
れ
り
。
恰
も
曙
光
を
得
て
太
陽
の

方
何
を
認
め
た
る
如
く
に
。
然
れ
共
い
か
が
せ
ん
業
障
の
雲
深
く
し
て
親
し
く
慈
光
に
感
鯛
す
る
こ
と
が
で
き
ぬ
。
煩

悩
妄
想
雑
起
し
て
親
子
の
間
を
隔
つ
。
し
き
り
に
如
末
を
念
じ
て
揮
霞
）
ん
で
専
注
盆
競
）
る
之
を
揮
法
と
云
ふ
。
二
精



進
。
霊
性
は
如
末
の
子
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
魔
の
春
属
な
る
肉
我
が
跛
慮
し
て
霊
的
親
子
の
合

一
を
妨
ぐ
。
罪
悪
を
自

覺
し
業
障
懺
悔
の
苦
悶
を
感
じ
、

刻
己
奮
勘
鍍
垢
よ
り
純
金
を
煉
り
出
す
如
く
。
如
末
の
心
光
紡
彿
と
し
て
存
電
）
る

が
如
く
亡
釜
）
が
如
く
。
心
念
張
け
れ
ば
魔
障
随
て
厚
し
。
種
々
の
業
相
繊
Ｌ
現
映
す
る
も
敢
て
意
に
介
せ
ず
、
自
誓

つ
て
若
し
我
れ
心
光
に
接
せ
ず
ん
ば
死
す
と
も
動
か
ず
と

一
心
金
剛
の
如
く
な
ら
ば
何
ぞ
成
功
せ
ざ
ら
ん
。
例
へ
ば
學

業
技
藝
等
も
熱
誠
に
精
練
す
る
時
は
成
熟
す
る
如
く
叉
賓
石
琢
磨
す
る
時
は
日
光
反
映
す
る
如
く
、
霊
性
精
練
す
れ
ば

如
末
の
日
光
反
射
す
べ
し
。
三
喜
。
三
味
爾
深
く
心
念
盆
微
に
し
霊
妙
な
る
定
中
の
喜
架
を
感
ず
。
四
軽
安
。
久
々
に

純
熟
す
る
に
随
つ
て
融
朗
に
し
て
不
可
思
議
。
身
心
共
に
亡
じ
て
唯
静
中
に
軽
快
安
架
を
覺
ゆ
。
五
定
。
身
心
あ
る
を

覺
え
ず
無
我
紳
氣
清
朗
に
し
て
片
雲
な
く
麗
日
天
に
赫
き
照
す
こ
と
極
り
な
し
。
紳
秘
の
霊
感
に
佛
我
に
入
り
我
佛
に

入
り
て
八
面
玲
瀧
。
内
容
の
歓
喜
言
の
及
ば
ざ
る
所
、
印
ち
是
心
霊
開
嚢
の
心
相
で
あ
る
。
六
捨
、
と
は
任
運
無
意
に

佛
と
離
れ
ざ
る
こ
と
。
初
に
は
霊
境
失
な
ひ
易
し
細
心
の
注
意
を
要
す
。
す
で
に
純
熟
久
し
け
れ
ば
、
無
意
識
的
に
佛

を
離
れ
ず
。
例
え
ば
薫
香
衣
に
染
む
れ
ば
衣
亦
香
氣
あ
る
が
如
く
、
佛
心
印
自
心
自
心
印
佛
心
。
念
々
悉
く
佛
心
と
相

應
す
之
を
捨
と
念
と
の
覺
支
と
す
。
是
の
如
き
霊
感
は
従
来
の
罪
悪
我
を
降
伏
し
て
清
き
我
と
な
り
人
の
子
が
佛
の
子

と
生
れ
更
り
し
を
開
嚢
の
位
と
す
。

二
六
五



一
一ユハ
一ハ

超
日
月
光
　
饉
現
の
位

智
悲
の
日
月
の
照
す
下
、
光
の
中
に
生
活
す
身
は
、
聖
意
を
己
が
心
と
し
、
三
業
四
威
儀
に
現
さ
ん

す
で
に
信
心
開
嚢
し
更
生
せ
し
後
は
佛
子
で
あ
る
。
如
末
と
精
神
的
に
合

一
不
可
離
の
身
と
成
り
し
。
此
よ
り
は
光

明
の
生
活
新
人
と
し
て
、　
一
方
に
は
大
霊
日
光
の
恩
寵
を
被
む
り
、　
一
面
に
は
聖
意
を
現
は
す
霊
的
活
動
を
篤
す
に
あ

る
。
智
悲
の
日
月
は
霊
界
の
太
陽
な
の
で
、
肉
謹
が
太
陽
の
能
力
に
依
て
活
け
る
如
く
に
、
心
は
如
末
光
明
に
依
て
聖

き
生
活
を
篤
す
。
常
に
如
末
の
恩
寵
な
る
衣
食
住
を
受
て
之
を
着
之
を
食
ひ
大
に
力
と
成
つ
て
之
を
身
と
口
と
意
の
行

篤
に
依
て
聖
き
を
現
す
べ
き
で
あ
る
。
す
で
に
此
に
至
れ
ば
身
は
昨
日
と
憂
ら
ね
ど
紳
は
浄
土
の
人
で
あ
る
。
大
悲
の

懐
に
在
て
世
の
毀
春
八
風
の
鶯
に
動
か
さ
れ
ぬ
。
自
己
心
中
の
霊
性
の
馨
は
如
末
よ
り
の
命
令
で
あ
る
。
吾
人
は
叉
如

末
の
権
化
た
る
澤
奪
の
模
範
に
則
り
て
行
篤
す
べ
き
で
あ
る
。
佛
陀
は
提
婆
が
逆
悪
心
を
以
て
害
を
加
へ
た
る
も
慈
悲

心
を
以
て
か
へ
つ
て
慈
れ
み
給
ひ
し
と
。
世
奪
が
生
涯
五
十
年
間
の
奮
闘
に
吾
人
は
倣
は
ざ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
叉
吾
人
は

光
明
中
の
生
活
と
云
ふ
も
肉
の
あ
る
限
り
は
霊
と
煩
悩
と
の
健
岡
を
績
け
ざ
る
を
え
ぬ
。
光
明
の
生
活
に
は
六
度
を
以

て
向
上
す
べ
く
、
六
度
は
印
ち
同
情
と
正
義
と
耐
忍
と
勤
勉
と
静
慮
と
智
憲
と
に
て
、
如
末
を
親
と
し

一
切
が
同
胞
な

れ
ば
何
人
に
も
同
情
せ
ざ
る
を
得
ぬ
。
正
見
正
思
正
語
正
業
は
正
義
で
あ
る
。
忍
辱
に
就
て
は
澤
奪
前
世
忍
辱
仙
の
古



へ
に
倣
は
ん
、
忍
辱
仙
は
迦
利
王
の
篤
に
罵
詈
の
み
か
創
を
以
て
手
足
を
切
ら
れ
爾
頭
を
裁
れ
ん
と
せ
ら
る
時
に
、
王

の
試
験
に
依
て
己
が
忍
力
の
成
就
す
る
を
知
れ
り
と
て
、
其
恩
に
報
ふ
べ
き
を
誓
へ
り
と
。
叉
勤
勉
は
霊
性
を
研
く
の

力
た
と
ひ
嚢
揮
し
た
る
心
霊
も
活
動
し
精
進
せ
ざ
れ
ば
錆
る
慮
あ
り
。
故
に
光
明
中
に
力
行
す
べ
き
で
あ
る
。
静
慮
は

活
動
の
篤
に
霊
力
を
養
ふ
に
あ
り
。
智
慧
は
如
末
の
紳
聖
よ
り
命
令
を
受
け
て

一
切
の
行
篤
を
指
導
し
て
至
善
に
向
は

じ
む
る
光
で
あ
る
。
四
儀
と
は
行
住
坐
臥
に
佛
と
共
に
在
り
て
佛
行
を
篤
す
に
あ
り
。

二

六

七
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